
第 2章 立地と分布状況

埋積平地の一角に西から東へ大きく張り出した東高月丘陵群が,今次山陽住宅団地開発事業地と

なった。この丘陵群のほぼ中央にあり標高92π と最高位を占める用木山は,な だらかな亀甲状の丘

陵頂を形成して,埋積平地に向けて尾根支脈を分出しながら広がっている。本土壊墓群はこの用木

彙1か ら東と南へ分出する丘陵尾根支脈上に散在している。

用木山から東へ緩やかに下降する尾根支脈は,標高約58π 付近で鞍部となり再び隆起して,そ の

東に標高67れ の愛宕山を形成して埋積平地に臨み,用木山から南へ分出する尾根支脈は,標高71π

付近で鞍部をつくると同時に尾根走向を東に振って標高78π のさくら山となり,そ こからは愛宕山

尾根支脈とほぼ平行して,東へ緩やかに下降しながら埋積地におよんでいる。したがってこの2つ

の尾根支脈は,石井谷を馬蹄形に囲む形状を呈している。

当該地は,今次開発事業が計画されるまでは,丘陵裾部の一部果樹園を除いては松林であった。

丘陵全体が風化の進んだ花同岩媒乱土で形成されているうえに,後世の採石工事や植林のための砂

防段が設けられる等して,原地形は大きく変動されているが,こ の東西約400π ,南北約300%の 範

囲内には多種多様の遺跡が高い密度で複合立地している.

愛宕山地区には,丘陵頂部に約300基の上壌墓で構成される弥生時代の愛宕山上壊墓遺跡と, 愛

宕山古墳群 9基が一部複合して立地し,その東から南斜面一帯には弥生時代集落址・愛宕山遺跡と

用木山寄りの鞍部に近い南斜 lhiに岩田第14号墳が営なまれている。用木山地区は,丘陵頂部に用木

第 102号墳が立地し,尾根部か ら東南斜面一帯にかけて,階段状に宅地造成を施した集落址・用

木山遺跡と,岩田第 9号墳～第13号墳が複合立地する。またさくら山地区では,丘陵上一帯に集落

址・ さくら山遺跡が広がるが,丘陵頂にさくら山方形台状墓2基 と,東へ下降する尾根上に岩田第

1号墳が築造されている。本土壊墓群もこうした遺跡群の中に複合して,約 20基が散在するのであ

る。本土墳墓群は上記のように,弥生時代集落址や土墳墓と複合していることもあって,せ っかく

墓装を検出しても伴出遺物をともなわないため,時代的な判別の困難なものもかなりある。したが

って今回は伴出遺物等によって,埋葬時期が古墳時代後期以降と確認できるものに限って,その概

要を記すこととする。

用木山丘陵頂に近い南斜面肩部に,等高線に沿って第 1土渡墓から第 3土壊墓 (Zl～ Z3)の

3基が所在する。かって用木第 1号墳の発掘調査の際,墳端外方で2土壊墓が検出され,伴出遺物

をともなわないため埋葬時期が不明であったが,本土墳墓と距離的にも約20れ と近く,本来は同種

の上墳墓の可能性がある。用木山南斜面の石井谷の谷頭に近い標高6377b付 近には,第 4土壊墓 (Z

4)と第 5土装墓 (Z5)が約90%の距離をもって点在する。また用木山から愛宕山にいたる尾根

支脈の鞍部に近い緩斜面に,第 6土壊墓 (Z6)か ら第10土装墓 (Z10)の 5基が群在している。

さ くら山では,丘陵頂か ら少 し東へ降った標高約65%の尾根上に,弥生時代住居址の平坦部を不」

用して,第 11土壊墓 (Z ll)等 3基と,その南斜面に第13土渡墓 (Z13)1基が検出されたが,先

に報告 した岩田第 1号墳周辺の,須恵器壺棺および周浬内土壊墓も,あ るいはこうした上舞墓と一

連のものかも知れない。
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愛宕山では,丘陵頂に所在する愛宕山第 2号墳 (D2)の サ剤注部に第15土城墓 (Z15)と ,第 16

土墳墓 (Z16)の 2基が所在する。そのほか愛宕山か ら西方の用木山に向けて延びる尾根上に,自

磁碗等を伴 出する第14土旗墓 (Z14)と ,北方に向けて下降する尾根上に八稜鏡等を伴出する第17

土壊墓 (Z17),ま た愛宕山第 2号墳の南東部にあたる,緩傾斜の尾根上一帯に,すでに破砕遊離

してい るが鎌倉時代の蔵骨器と推察される,古備前甕がかなり散在しているのが発見され注目され

た。

第 3章 各 遺 構 の 概 要

各土墳墓の立地ならびに分布状況については第 129図,墓城の形状および計測値等については表

75に示 したので,こ こでは各土装墓の概況について述べることとする。

1,第 1土渡墓 (図 130,13■・図版80)

用木山の丘陵頂部は巾約20π ,長さ約80π の亀甲形の平坦部を形成し,そ の東端部に用木第 1号

墳 (Al)が 立地 しているが,第 1土壊墓 (Zl)は ,用木第 1号墳を分岐点として東方へ下降し

なが らのびる,丘陵尾根支脈上の標高約85れ の緩斜面に所在する。周辺には本土壊墓の南東約11れ

に第 2土壊墓 (Z2)と ,同南約13π に第 3土壊墓 (Z3)が検出され,こ の 3基で一単位群を形

成 してい るようである。いずれも丘陵斜面の地山層に直接掘り込まれた,素掘 りの上壊墓である。

/B

0            1m
―

―
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実 測 図
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第 1土嬢墓は尾根稜線か ら少 し南倶1に寄った肩部に所在する。等高線

にやや斜行 したN31° Eに長軸中心線をおいた,平面形が長楕円形の土壊

墓である。現地表下約35cmに墓墳底面を検出したが,弥生時代竪穴式住

居址と複合しているうえに,丘陵表土層の風化と流上が進んでいるため

その掘り込みの遺存は浅 くなり全容は明らかでない。現況での墓装の掘

り込みが確認できる現存地山生き土上面で,長さ166cπ ,平均中57cm,

0        5 CrYl

第 131図  第 1土墳墓出
土土器

る。
し

とと,

込み (

浅い1

大きt

3.

第

走向 |

い ち ,

址を |

床面長 157 cm,同 巾47cm,掘 り込みの深さは地形の高い倶1の 北壁で21 cπ ,最も浅い南西小口部でlo

cπ を測る。床面はほぼ平面を保つが地形の低い南西に下傾し,両小口での比高 14cπ を測る。床面0
南小日か ら約25cmに 須恵器不蓋 1イ固がふせた形状で検出された他は,小□溝や枕石または赤色顔轟

等は何も認められなかった。                             ■

率は□径10cm,器高 3.5cmの 均整のとれた小形完形品である。側面外表に中 0.5 cmの 回線 l条を

続 らせ,口 縁部をやや外反させたつ くりで,短頸靖の蓋と思われる。胎土に細砂を含み焼成は良″
|■

||

で淡青灰色を呈する。整形仕あげは内外面とも横なで調整が施されている。         ■||

■■

■
2.第 2上士奏墓 (図 132・ 図版81)                                ●|

第 1土墳墓の南東約1l π,標高82π の丘陵斜面に,等高線の走向に沿って長径をおい て 所 在
「

A＼ /B
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る 。やや不定形な楕円形プランで,円形 ピットが 2つ連続 した形状を示 し,床面も段差を有するこ

と と,伴出遺物をともなわないため,あ るいは墓壊ではな くてその他の遺構の可能性もある。掘り

込 みの確認できる現存地山生き土上面での長さ 107 cm,同 巾54cm,深 さは床面の低い部分で57cπ ,

浅 い部分で50cmを 測るが,地形が傾斜していて高さが一定でないため,床面の段差は23cmと かなり

大 きい。

3.第 3土崚墓 (図 133)

第 1土城墓の南約13π ,第 2土 lJA墓 の西方約14.5π ,標高82π の丘陵斜面テラス部に,等高線の

走 向に沿 って掘られた土壊墓である。用木山遺跡第 2地点の竪穴式住居址の掘 り込み壁面と切り合

い ,墓壌床面はその住居址床面よりも37cmも 深 く掘 り込 まれているが,層序的な検討の結果,住居

ぬLを廃棄埋没した後に改めて埋葬されている。伴出遺物をともなわないため確実な埋葬年代は明ら
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かでないが,立地および形状か ら古墳時代後麟α

かった。竪穴式住居を建築するための整地面跡地

なまれたものと推察される。

本土壊墓は素掘りの上壊墓である。掘 り込みの

形を呈し,長さ 184cm,同 中66cmを 測る。現地表

か らの深さは37cmで ある。床面は隅丸長方形でほ

掘 り込み壁面はいずれも断面形は上開きの台形状

はじめ枕石 とか小日溝等の施設は何も認められな

4.第 4土渡墓 (図 134,135。 図版81)

用木丘陵頂に立地する用木第 1号墳か ら東南東

谷頭に近い標高約63π の緩斜面に,単基所在する

住居群の生活面を造成するために,丘陵肩部に大

て,一見弥生時代の墓装かとも思われたが,発掘

ることから,古墳時代後期の埋葬と確認できた。

号墳とは近在 し,特に第12号墳は本土装墓の北東

本土墳墓は丘陵斜面の等高線に直行して,長軸

渡墓

置し

表土

いる

に墓

|る 。

る現
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第 134図 岩 田 第 4土 境 墓 実 測 図



壊墓である。傾斜面に位

置していることもあって

表土層はかなり流失して

いるが,現表上下約45cπ

に墓壊床面を お い て い

る。掘 り込みの確認でき

る現存地山生き土上面で

の長 さ152cm,同 巾73cm,

床面長 136cm,同 巾46帥
,

平均の掘 り込みの深さ27

帥を測 る。平面形は上端

および床面 とも隅丸長方

形,掘 り込み壁面は外傾

を呈 し,床面はほぼ平ら

0               10Cm

「
―

E― ―

―
― 鋼

土 壊 墓 出 土 土 器第135図  岩 第

な面を保つが,地形の低い南小口にかなり下傾している。両小口床面の比高は23cmを 測る。床面南

小日に須恵器直口増 1と ,不 4の 計 5個 を一括供献している他は,枕石や小日溝等の施設は何 も認

め られない。

須恵器直 口増 (図 135-4)は ,やや焼歪みをみせるが ,扁球形の器胴に外傾する直口頸がつ く。

1同部最大径 12.15cm,器 高13.85cm,日 縁径 7.8cm,頸 部径5.2cm,器 胴高 8.7cm,頸部高5.15cmを 測

る。器胴肩部に 1条の凹線を続らせる他は無文である。焼成は良好で青灰色を呈するが,灰釉をか

ぶ り黒斑 と灰白色斑が部分的にみ られる。胎土に 2～ 3 mm大 までの砂礫をかなり含む。整形仕あげ

は器胴下半にへ ら削り痕を残すほかは,内 外面とも横なで調整が施されている。

不は {1)と {2),13)を上下にセットにしていたが,(Jと 121は どちらも蓋である。(Jお よび12)は ほぼ同

巧手法である。 (動 は口径14.4cm,器 高3.8cm,俄 )は 口径14.lcm,器高4.Omを 測り,い ずれも器壁の

やや厚いつ くりである。共に焼成は良好で青灰色を呈するが,破損している9)の断面は赤褐色であ

る。胎土に 2爾大までの砂礫をかなり含む。外表天部のへ ら削りのほかは内外面とも横なで調整で

ある。いずれも□縁部がやや内湾 していて最大径を体部にもつ。日縁端内側は,(Jは 指先でつまん

で段 を もち,{2)は 丸 くおさめてい る。また口縁端外面に斜行亥」文が続らされているが(Jに 対して12)

の方が密である。この口縁端刻文を有する不は,当 岩田古墳群第 108・ 14号墳でも検出され,総

社司デこ うもり塚,津山市川崎六つ塚第 5号墳からも同形のものが出上している。

(3)は 上下一対の完形品である。蓋の回径14.8cm,器 高 4.6cm,身 の口径13.4cm,受部径15.2cm,

器高 4.2c‖,立ちあがり高1。 Ocmを 測る。共に土圧によって破砕していたが,ほぼ完形に接合復元で

きた。焼成,色調,胎土,仕上げ調整等は前記(J9)と ほぼ同巧である。蓋の体部外表に弱い稜をも

ち, 日縁端内側をやや斜傾しておさめ,身の立ちあがりはそりをもって内傾し,高 くないがシヤー

プで ある。本土墳墓周辺に所在す る岩田第 9～ 13号墳よりも,やや先行する形態を示す。
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5。 第5土撥墓 (図 136。 図版81)                               ||

第 4土墳墓の南南西約60観.,標高67π 付近の石

住居址と切 り合 うようにして,単基で検出された

ほぼ直行して掘 り込まれた素掘 りの上壊墓である

り良好でなく,掘 り込みの形状は判別が困難であ

面 とも,平面形は小□部が外ふ くらみの隅丸長方

低い南東部にかなり下傾して,両小□の比高は1〔

上面の長さ187cπ ,ln~l巾 61 cm,床 面の長さ180c鶴 ,

形の低い南東小口部 4 cm,平均15cm,長軸方位は

床面南東小田部に上師器不 lが 回縁部を上に向

えに,器表の磨耗が著しく接合復元が不能のため

高約 3.5cmを 洪1っ たことを付記するにとどめる。

が,墓墳内の棺台とか枕石に用い られたとするよ

なって,陥没したものと思われる。その他の埋葬

6.第 6土渡墓 (図 137,138・ 図版83)

用木山か ら東方の愛宕山にいたる丘陵尾根の,

土墳墓 (Z6)～ 第10上壊墓 (Z10)の 5基の上

lm

×3

住月

も,

さ J

角

をも

す z

どυ

床軍

/1ヽ [

％

為

い

Ｌ

劣

毅

」

第 136図 岩 田 第 5土 境 墓 実 測 図
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X3077Lでいずれも用木山遺跡第 3地点の,弥生時代竪穴式

住 居 址と複合している。保存状態が不良で上記 5慕の他に

も, 須恵器不等が遊離散見されることなどか ら,実際には

さ らに幾つかの上壊墓が存在していた可能性がある。

第 6土装基は,用木山遺跡第 3地点第28号住居 l■ の床面

を 切 り込んで葬 られている。尾根巾の狭い下降稜線に立地

す るため,その後の風化流失によってやっとその痕跡をと

どめ ている程度の遺存である。墓装の形状は第28号住居址

床 面 でしかみられないが,掘 り込みの上端および床面 とも

可ヽ 国部は外ふくらみの円弧状を呈するやや不整形な長方形で,上端長149cm,同 巾48cπ ,床面長137

cm, 同巾44cπ,長軸方位N68° Wを測る。床面は地形の低い南東小田部に下傾し,両小日の比高約

26じmを測るが平らな面を保つ。現況での掘り込みの深さは地形の高い北西小田部で23m,聾形の低

い T判東小田部で10Cm,平均15cmを測る。北西小田部床面中央に一対の須恵器不が供献されている他

は , 枕石等の埋葬施設は何も検出されなかった。

須 恵器杯は,蓋の口径14.65cれ ,器高4.7cm,身 の口径12.9cm,受部径15.3m,器高4.8671, 立 ち

あが り高 0.9cllを測る。いずれも焼成はやや軟質で灰色を塁し,胎土に 4爾大までの礫を含有して

い る。整形仕あげは外表天部 (底部)をへら削りの他は,内外面とも横なで調整が施されている。

４

¶

9--     19'm
第138図 第 6土渡墓出土土器

第137図 岩 田 第 6土 壊 墓 実 測 図
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器壁はかなり薄いが身の受部は外方に高 く傾余Iし ,立ちあがり

は内傾してあまり高 くない。岩田第 8号墳および同第14号墳出

土の須恵器 と類似していることから,本土墳墓は岩田第 8号墳

等とほぼ同時期に併行 して埋葬され,岩田第11号墳等よりは先

行するものと推察される。

に  1  lρ C―

第139図  第 7土境墓出土土黒

7.第 7土壊墓 (図 139・ 図版82)

本土壊墓 (Z7)は ,第 6土装墓の北東約 2π

山遺跡第 3地点第28号住居址床面と複合し,竪穴

部分にあたる。したがってその後の風化や流土等

面に還元している場所である。本土壊墓は,こ う

もにすでに流失していて今次発掘調査では,墓墳床面とおぼしき削平面の一部と,供献土器と思お

れる土師器琢 2点を検出したのみである。したがって墓 jA‐ の形状および規模等の詳細は不明で,1種

かに丘陵尾根走向に沿って長軸を置いていること

土師器杯 2個は墓墳床「n~小□部に並べて置いて

巧同大のつ くりであるが, 1個 体分のみがほぼ原

らにつ くり側面は外傾,日 縁端部がやや外反した

cπ ,器高 3.lcmを 洪じる。胎土に 2硼大までの砂粒

に黒斑を有する。器表の磨耗と荒れが著しく,仕

と思われる。内面の一部に丹塗 りの痕跡をとどめ

8.第 8土醸墓 (図 140。 図版82)

第 6土墳墓の東北東約 6.5π の尾根傾斜面に,

て所在する。ともに素掘りの小土壊墓で供献遺/1Z

第 8土装墓 (Z8)は 標高60π の東へ下降する

た小形土墳墓である。墓墳プランは上端部および

現存地山生き上上面の長さ80cm,同 中34cm,床面

る。床面はほぼ平 らな面を保つが,地形の低い俣1

る。深さは地形の高い西小口部23cm,地形の低い
|

9.彎 〔第9土艤墓 (図 140。 図版82)

第 8土壊墓の東約75cmに 北小口を置いて,尾根 ;

る。かなりの傾斜面に位置するためか,掘 り込み (

円形を呈する。墓装中心部で現地表下約27cmに床 i

山生き土上面での長さ157cπ ,同 巾55cm,床面の長

床面はほぼ平 らな面を保ち,現存掘 り込みの深 l

7c7

1〔

身

し六

確訂
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第 140図  岩 岡 第 8

7 oll,平 均14cれ を測る。

10。 第10土壌墓 (図■41・ 図版82.88)

第9土墳墓の東約10れ の鞍部に近い尾根上に,図版82に示したごとく須恵器邦 3個体が一括出土

した。現地表下約20mの埋積土中での発見で,墓壊等の遺構が検出されないため,上壊墓としての

確証はないが,いずれも蓋と身をセットとして整然と位置しているところから,一応第10土 渡幕

-269-
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第141図 岩 田 第 10土 壌 墓 出 土 土 器             |

■(Z10)と して取 り扱 った。                              .

発見 された須恵器不 3組はいずれ も極めて類似 した同巧同大のつ くりである。図 141-(Jの 不蓋

の国径 12.5cπ ,器高 4 cπ ,不身 口径 10.4ca,受 部径12.7cm,器 高4.8cπ ,立ちあが り高 1.8cπ ,9)沐

蓋の口径12.lcm,器 高4.5cm,ネ身口径10。 9cπ ,受部径12.8cm,器 高 4.4cπ ,立 ちあがり高 l.5cπ計

椰)杯蓋の口径12.lcm,器 高4.5cπ ,不身□径10.8cπ 受部径12.6cれ ,器高4.9cπ ,立 ちあがり高1.6cπ を

測る。いずれも黒味がかった灰色を呈し,整形および焼成はともに良好である。胎土に5m大 まで

の砂礫を含む。整形仕あげは外表天部 (底部)はへら肖Jり ,その他は内外面とも丹念な横なで調基

が施されている。略 が2卸台と小さく真剛こつくられ 蓋は体部に稜をも馴 面は聞ぎ垂直に

'

って深い。身部の立ちあがりも高くシャープで,当 地域出上の須恵器としては古い形式を示し,属
■|

穴式石室を内部主体とした,周辺の岩田古墳群のいずれよりも先行するものである。     ||
当丘陵地内においては,本第10土墳墓出土の杯

｀
と類似するものが,他にも数例知 られている。|

9土墳墓の北約17%の 用木山遺跡第 3地点 D21グ リット調査中に,本土壊墓と同様埋積土中に遊|
する不 1対 が発見された。図 158-(■ に示した外

ほぼ同巧同大である。不蓋の口径 12.5cπ ,器高4.

cπ立ちあがりの高さ1.6cmを 測る。その他すでに等

遊離出土として 1個体が検出され,ま た四辻第 1

もに墳外供献遺物として周浬内墳端斜面か らも,

区以外の出土例については,すでに各遺跡の発掘 1

報告に集録しているので参照願いたい。

11.須恵質蔵骨器 (図 142,143)

用木山丘陵平坦部か ら東南斜面に臨む肩部にお

いて,弥生時代集落址・用木山遺跡第 1地点の発

掘調査中に,第 9号竪穴式住居llLの 埋土中に偶然

発見 した蔵骨器である。第 129図分布状況図に鬱

1で示 した地点がそれである。竪穴式住居llLの 埋

積土中に葬 られているうえに,当該地の表土層が

かなり流失 していて,現地表を一皮泉1土 した段階

0          10Cm

第142図  用木山尾根出上の蔵骨器
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(用 木山出土蔵骨器) (惣図遺跡出土蔵骨器)

第 143図 蔵 骨 器 出 土 状 況

で,上半部をすでに破オ11消 失 した形状で検出した。したがって墓族の掘り込みや企容を知ること

できなかった。付近の丘陵上に数多 く産出する児頭大の花聞岩礫数個で,蔵骨器を囲むように埋

されていた (図 143)。

蔵骨器内には灰とともに火葬骨片が検出された。糸底のついた須恵質で,奈良時代の所産と推

され る。現存部最大高15.2cm,同 最大径26cm,底部径14.7cmを測るが,下半部のみの出上のため

'移

は不詳である。胎土に 2m711大 程度の砂礫を含み,焼成は良好で淡青灰色を呈する。整形仕あげ

内外面 とも横なで調整が施されている。

当丘陵内にはこうした須恵質蔵骨器は,本蔵骨器の他に,用木山から西南に分出する尾根支脈

に も 2か所検出されている。いずれも惣図遺跡の集落址調査の際に発見したもので,本蔵骨器か

約130れ の距離に近接立地していた。図129分布状況図機 2で示した地点がそれである。

12,第 11主体 (図 144～■46・ 図版83)

さくら山丘陵頂から南束に向けて下降する尾根上の,標高約65れ の傾斜面に 3基 の墓壊が一括

て所在するが,そ の一基が本主体である。さくら山丘陵頂か ら水平距離で東へ約50π ,比高で約 |

π降 った地点で,弥生時代竪穴住居址と複合し,眺望視野の開けた立地を占める。

住居 l」Lの 発掘調査を実施 していたところ,そ の埋積土中に不規則に積みあげられた形状の約 1

π P_q方 の花同岩石積みが検出され,当初は集落址 に関係のある遺構とも考えられたが,その後遊 |

石材を除去する等の調査の結果,掘 り方および石室根石の一部が遺存し,床面に須恵器杯 2個 が

見 され,古墳時代後期の埋葬施設と確認できた。

尾根走向に従って地形の低い側から掘り込まれた,現存部

巾約1.5π ,底面長1.8れ ,最大深0.62%の 掘り方内に構築さ

れた小J移石室である。現状では奥壁部近くの根石 しか残存し

ないが,石室床面内法奥行 115cm,同 巾62cm,最大高50cmを

測 り,その形状および構造から小横穴式石室または石榔と推

察される。石室床面はほぼ水平な面を保ち,・内法奥行長 155

cm,長軸方位はN82° Wを測る。石室内床面とやや■方に遊

離した一対の須恵器不を発見した他は,何も検出されなかっ

ヽご三
― ■嘉

0                10Cm

第144図 第11主体出土土器
一・・・〓̈・一■一■一●ににトト牛Ｆ肝肝継嚇脇鵬
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第 146図 岩 田 第 11主 体 実 測 図

た。

須恵器外蓋は口径14.5cm,器 高3.Scm,不 身の口径13.2cπ ,受部径15.2cm,器高4.5cmを 測る。

もに焼成はやや軟質で灰白色を呈するが,蓋をした状態で焼成されたらしく立ちあがり部等内面|

白橙色 となっている。胎土は細砂を含むが良質である。整形仕あげは外表天部 (底部)のへら削

の他は内外面とも横なで調整が施されているが,身部内面の一部に青海波状の叩き目の痕跡が認

られる。

13.第 12土崚墓 (図146・ 図版84)

第11主体の南側壁に接するようにして北小口をおき,等高線とほぼ平行して南東方向に長軸中

線をもつ素掘り上装墓 (Z12)である。傾斜面に位置するため掘り込みのほとんどを流失して
,

壊床部を残す程度の遺存である。隅丸長方形のプランを示すが,地形の低い南東小田部では床面

含めてすでに消滅していた。掘込み上端のわかる現存地山生き土上面での長さ 270cm,同 巾74cπ

多
◎

―-273-―
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第147図 岩 田 第 12土 壌 墓 実 測 図              |
■
■|||

床面長250cπ ,同 巾56cm,掘 り込みの深さ16cm,長軸方位はN32° Wを測る。床面はほぼ平 らな面を
■|

保つが,伴 出遺物をはじめ枕石等の埋葬施設は何も認められなかった。本止墳墓の南約 2π の表|
層で図 158-椰 )に 示 した須恵器杯蓋 1個 が遊離発見のため本土壊墓に直接供献されたという確証|ぼ

Ittg,1『:騰,li臭翼tif言馨F弄重繰畢fi「 II皆豊[[:[糠 3[[[[IT曇兵糧Fi

]i]:を :[言:[:::i:i:::)i[]l:う ][:ili量
員[LI層』軍曇≧【i

さらに本止装墓の東約 1.4れ に西小日をおいて,当 該地の等高線に直行する方位で掘 り込ま|||
上墳墓状の痕跡 と,そ の周辺に須恵器有蓋短頸増 1個 が発見された。しかしこの掘 り込みはかな年

曇[1景 [11「 丘[1し ifll鷺 炉馨 ]T真

を繭 も含めては じれ るヽうえに,嫌 腎|
付記するにとどめたい。現存掘 り込み上 端 部 長

|■

100cπ ,同 巾112cm,同 床面長72cm,同 巾87cm,掘 り込みの深さ15cπ ,長軸方位はN55° Eを測る。|
なお出土須恵器は発見当日昼食時間中に何者かによって持ち去 られ, ここに提示することができ

●
くなった。私たち調査団の不注意として深 く反省するとともにお詫びしたい。         |
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0            1m

第 148図 岩 田 第 13土 壌 墓 実 測 図

14。 第13土士廣墓 (図 148,1490図版84)

さくら山か ら東南に下降して延びる丘陵尾根の南斜面中腹の,現在果樹園となってい る標 高 約

56.5π の地点に,単基で埋葬された土墳墓 (Z13)で ある。前述の第12土墳墓の南約45π ,岩 田第

1号墳の西方約35π の地点にあたり,さ くら山遺跡第 8住居群 と複合立地している。

本土墳墓上層部は畑地として耕作されているため,掘 り込み上端は不明であるが,竪穴式住居llL

の床面を切って掘 られていた。現状で掘 り込みのわかる住居llL床 面での長さ 210cm,同 巾50cm,床

面の長さ197cm,同 巾42cm,長軸方位はN71° Eを測る。墓墳の平面形は上端部および床面とも,や

や不整形な細長い溝状の隅丸長方形を呈し,等高線の走向に沿って長軸をお く素掘 り土 墳 墓 で あ

る。現地表下平均35cmに床面をおくが,現存掘 り込みの平均深は約15cmを測 り,床面はほぼ水平な

面を保つ。床面両小口に

夫 々須恵器杯蓋を 2個づ

つ並列にふせている他は

小口溝等の埋葬施設は何

も検出されなかった。

須恵器不(Jは 口径 15。 0

cm,器高 4.9cm,9)の 口

径14.3cm,器 高 5。 4cm,

G)の 口径14.9cm,器 高 4・ 6

cm,(4)の 口径13.3cm,器

3 4

0                1ocm
‐

第149図 岩 田 第 13土 墳 墓 出 土 土 器
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高 4.2cmを 測る。(Jと 13)が 東小日,俄 )と (4)が 西小口出上である。いずれも外表天部にへら肖Jり 痕を

残すほかは横なで調整が施され,日縁端部内倶1に 斜傾させて稜をもつ。(1)は 均整のとれた良品で,|

胎土に細砂を若千合み,焼成も良好で青灰色を呈する。鬱)は 全体に丸味の強いつくりである。焼成

は軟質で器表の荒れが目立ち,暗灰褐色を呈する。胎土に4御大までの礫をかなり多く合む。13)お

よび(41は ともに大きく焼歪んでいるが,焼成は堅緻で黒味がかった青灰色を呈し,灰釉をかぶり光

沢のある黒斑が見られる。胎土に雲母および2御大程度の砂礫を多く合み,同一二房による生産ど

思われる。当さくら山丘陵においては上記土猿墓の他にも,岩田第1号墳周辺に数基の上壊墓が検

出されているが, これ らの土墳墓については岩圏第 1号墳の発掘調査報告書に併記 しているので参

照願いたい。

15。 第14土士賣墓 (図 150,151・ 図版85)                               |

愛宕山から用木山にいたる丘陵尾根支脈の,中腹稜線近 くに本土墳墓 (Z14)は所在する。そこ

は愛宕山丘陵頂か ら西北西約35π ,標高61.5%,西方に下降する尾根支脈稜線か ら北方へ約12π の|

これから下降傾斜を増大しようとする狽1斜面肩部にあたる。                 |

0                        1
4

り

り

な

お

掘

し

同

西

平

つ

す

各

北

け

花

で

め

察

ほ

も

天

ら

宋

に

0.

の

樗

興

　

りゝ第150図 岩 田 第 14土 壌 墓 実 測 図



本土墳墓は愛宕山遺跡第 2住居址床面を切

り込んで葬 られていた。したがって墓装の掘

り込みは,竪穴式住居llL床 面でしか確認でき

ない。当該地の等高線の走向に沿って長軸を

おき,N69° Eの方位を示す。墓墳平面形は

掘り込み上端および床面とも隅丸長方形を呈

し,上端長222cπ ,同 巾86cm,床面長197cπ ,

同巾57cm,現存掘り込みの深さは地形の高い

西側壁で55cm,地形の低い東小口壁で23cm,

平均約44印を測る。床面はほぼ水平な面を保

つ。壁面の角度はいずれも上に広い外傾を示

す。床面東小口中央に自磁碗と土師質灯明皿

各 1を重ねてふせた形で置き,体側にあたる

北側壁に沿って鉄剣 l振 りが,切先を東に向

けて供献されていた。その他墓墳内に数個の

花同岩礫が検出されたが,い ずれも遊離出土

で本土墳葬送に意識的に用い られた形跡は認

められない。墓墳の形状か ら木棺直葬墓と推

察されるが,現状では上記副葬遺物と石材の

9  ! PCm

l   第 151図  岩田第14土墳墓出土遺物

ほかは何も検出されなかった。

鉄剣は銹化が著しく破損していて,関部形状等の詳細は明らかでないが,天部断面が菱形で鏑を

もち,鍛造品であることなどか ら剣と確認できた。推定全長32.4cm,匁 部長 22.5cm,茎長 9。 9Cm,

匁部巾2.9cm,同厚0.55cm,茎 巾1。 4cm,同厚0.3cmを 測る。茎は横断面長方形のつくりで,茎 端 か

ら6.lcmに 目釘孔 1孔をもつ。

白磁碗は口縁径15cm,器高7.lcm,高台高1。 3cπ ,高台底径5。 7cm,碗部内法深4.5cmの 完形品で,

宋時代の豊J花文碗である。高台部が高く口径に対し高い感じのつくりである。器表下半部と高台部

にへら削り痕を残し,日縁端部をやや外反させておさめた均整のとれた良品である。外表側面に巾

0.6cm～ 1。 Ocm間 隔で斜行した細い沈線が続らされ,高台内面を除く全体に釉薬がかけられ,灰 白色

の鈍い光沢をもつ。

土師質灯明皿は日縁径8.6ca,底面径6.4cm,器高1.4cπ の浅いつくりである。底部は平底で 糸 切

りされ,側面はやや外反している。胎土に 3ηれ大までの砂礫をかなり合み,焼成は普通である。器

形の特徴から平安時代末または鎌倉時代初頭の所産と考えられる。

当丘陵内において,宋時代白磁碗はもう1か所出土している。用木山丘陵頂の西寄りの南斜面,

標高約75π あたりの表土層内から遊離出土した。 図158-14)に 図示したものがそれである。遊離発

見のため墓墳等の遺構を伴なわないので,葬送にともなう供献かどうかは明らかでないが,周辺か

ら同図14)に 示した碗も出土しているので参考までに概述する。用木山出土の白磁 (図版87)は 破損

―-277-―
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していたが,接合により約80%大まで復元できた。

内法深 5.5cπ を測る。愛宕山出土のものにくらべ

て高台は低 く,口縁部を玉縁におさめている。灰

白色の釉薬が施されているが,外表は上半部のみ

にかけられ,下半部はへ ら肖じりの地肌をみせてい

る。

16.第 15土撥墓 (図 152,153)

愛宕山丘陵頂を中心にして弥生時代 土 墳 墓 群

(Y85)が形成され,その東端部に愛宕山方形台

状墓 (D2)が 立地している。本土装墓 (Z15)

は弥生時代土墳墓群と,方形台状墓との境界とな

る周注状溝遺構の,土墳墓群側の傾斜面に埋葬さ

れた,土師質甕 2個を合せ口にした土 器 棺 で あ

る。棺となる甕の大きさと形状に合せて,等高線

に平行した長楕円形の墓墳を掘 り,その中にほぼ

水平位の横向きに埋葬されたものと思われるが,

現況では風化や流上によって大きく変貌し,墓壊

o              15cm

第 153図  第15土境墓土器棺

(岩 圏第15土崚土器棺) (用 木山丘陵頂土器槽)

(便木山遺跡土器棺K7)

―…278-一



等の形状を明確にすることができなかった。甕も上方となる部分はすでに破損散逸し,下半部のみ

の検出である。出土状況は写真によって示したので了承賜わりたい。

棺に用いられた甕は復元が困難のため,推定も合めて 1個体分のみを図示する。□縁径23.6卸 ,

胴部径28.lcπ ,器高推定33cmを測り,やや縦長の甕である。底部は丸底で口縁部はくの字に外反さ

せて,□縁端部に稜をもつ。器表外面口縁部は横なで,器胴部は縦方向への 1.571a～ 2m巾の刷毛

目,内面は、口縁部横なで,胴部上方はへら削り後横なで,下半は指圧による調整を施している。胎

土に細砂をかなり含むが,焼成は比較的良好である。色調は器表は明赤褐色と黄褐色,内 面は黄褐

色を呈する。

この合せ口土器棺は土師質甕の形状から6世紀代の所産と考えられるが,当丘陵群からは本土墳

墓の他に,用木山丘陵頂肩部に 1基 (図 152参照),と 便木山遺跡部に数基検出されている。

17.第 16土擦墓(図■54,1550図版87)

愛宕山方形台状墓 (D2)の 北

墳端部周浬底に位置す る土 墳 墓

(Z16)で ある。周淳底の埋積土

中に掘 り込まれているため,墓墳

上半部は明らかでなく,ま た地形

の低い北小日部では,墓墳床面も

含めてすでに流失していた。墓墳

掘り込みの上端がわかる現存地山

生き土上面での長さ 157cm,同 巾

77cmj床面の長さ 151cm,同 巾63

cm,深さは地形の高い南小□部で

33cm,平均22cmを測る。等高線に 第 154図 岩 田 第 16土 墳 墓 実 測 図

直行する形で掘られ,長軸方位は北を指す。墓墳の平面形は上

端および床面とも隅丸長方形を示し,床面はほぼ水平な面を保

つ。床面北小口に接して須恵器平瓶 1個 が発見された他は,枕

石等の埋葬施設は何も認められなからた。

平瓶は口径5。 9cπ ,頸部径3:9cπ ,胴部最大 径 12,4cm,器 高

11。 9cm,頸 部高4。 lm,胴部高7.6cmを 測る。胴部肩に弱い稜を

もつが均整のとれた完形品である。焼成はやや軟質で灰白色を

呈し,胎土に細砂粒を含み,器胴底部外表にへら削り痕を残す

他は,内外面とも丹念な横なで調整が施されている。   _
O                   iOCm

第155図  第17土境墓出土土器

18。 第17土士廣墓 (図 156,■ 57・ 図版86)

愛宕山丘陵頂か ら北北東に向けて,緩やかに下降して延びる丘陵尾根支脈南斜面肩部に,単基で

A、 |
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第 156図 岩 田 第 17土 境 墓 実 測

埋葬された土装墓 (Z17)で ある。そこは丘陵頂

か ら南へ約15π 片寄った標高52π の緩斜面にあた

あ

彙h壊墓は等高線の走向に直行する形で,長軸方位をN50° Eに 向けて掘り込まれ,現地表
11

60cmに 墓墳床面を検出したが,集落量の二次埋積

認できなかった。現況では墓墳床面とその上方に

る。掘 り込み上端のわかる現存地山生き上上面お

床面はほぼ水平な面を保つ。墓墳上端長200cm,「

il:重:;:戦曇:J:曇 TE景堂員:秀握iI曇【よ遭場]露[i碧曇】置量勇菫[唇:曇1:11
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「

ト

瑞花八稜鏡は対角径 7.6cm,対

辺径 6.9cmの 青銅製小形品である。

緑青銹を部分的に吹出しているが

保存状態は良好で完形を保つ。鏡

面は平滑でそりはもたず,縁端は

斜傾 して鋭い稜を有 し縁 端 厚 は

0.2cIIを 測 る。鏡背は直径5。 2cmで

円形に細い隆起線を続らせ内外区

を画 している。外区は各頂角部に

各 3個の山形突起文を八か所,内

区には陽鋳 出しの瑞花を配してい

る。鉦は円鉦で径0.8cπ ,高さ0.3

mを測 り,銀子Lの 向きは対角線に

沿 ってい る。

「F土師器不は高台のついた形式で

ある。 日縁径14.4cm,底 部径 8.2

卸,器高5.5cm,高台高1.3m,不

部内法深 4.lc■ を測る。外部を整

形 した後に高台を貼りつけたつ く

りで,器壁は薄 く直線的に外傾じ

て立 ちあがる。胎上に若干の細砂

を含み,焼成は良好で明赤掲色を

呈す る。外部下半に指

圧凹痕 が認められる他

は,内外面 とも横なで

調整 されている。

須恵器増は日縁部を

一部欠損しているが ,

器高 12。 7cm,日 縁径5.5

crII,頸 部径3.3cm,胴 部

最大径 9.8cm,底部径

5。 5m,器 胴高9.9cmの

小形品である。胴部最

大径 を上位にもったや

や肩 の張 った平底の器

胴に,外反 して立ちあ

ｍＣ５
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第157図  岩田第17土壊墓出土遺物
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がる小□頸をもつ均整のとれたつ くりである。器胴外表の肩部より下半に横方向へ ら削り痕を残す

ほかは,横なで調整が施され無文である。胎上に 2硼大までの砂粒をかなり含むが,焼成は良好|
青灰色を呈するが,上半部に灰釉をかぶり灰白色の斑文をみせる。             ●|

本土墳
骨

の埋葬時期は供献遺物の特徴から平安時代末頃と推察され,前述の白磁を供献してい
|

第14t装
テ

とともに注目される。

                              ||

19.鎌倉時代蔵骨器 (図 159)

愛宕山方形台状墓 (D2)か ら南へ分岐する丘

状の緩傾斜面となっている。この標高57π～60%

式住居址群と複合して,須恵質および古備前の壺

化流失が著しく,竪穴式住居址床面も大半が消滅

原位置を保つものは殆んど認められず,現地表お

類の使途については明確ではない。

当該地は埋積平地に張 りだした比高35π ～40m

落が営なまれ,その後背地である。また古墳時代

代から現代に伝わる墓山でもある。出土壺類の形

に囲まれた形で,原位置を保つと思われる器底部

納めた墓地遺跡の可能性が極めて強い。そのため

発見した破片総数は約 250片 である。口縁部片

以上となり,上師質 1,須恵質 4,古備前14と な

採集土器片の遺存度の状態からみて,実際にはも

(J9)は ともに口径の大きいつ くりである。どち

(掛38。 9cπ ,鬱 )39.4cmを 測る。現存部整形仕あげは

整が施されている。(3)～ 仁0は 胴部最大径を上位に

した短頸のつ く形である。□縁径11.8cm～ 13.4cπ

び焼成とも良好な古備前で暗茶色を呈するが,肩

る。14)は 前述の花筒岩礫で囲まれていた一括破片

やや軟質な焼成で黄褐色を呈する。整形仕あげは

は赤褐色を呈し,肩部外表に櫛状施文具による波

成は堅緻で上面に灰釉をかぶる。(7)の 器胴外面に

器底部はいずれも平底で角に鋭い稜ををもつも

面径12.3cm～ 14.3cmを 測る。底部器壁は0。 7cπ ～0

はかなり厚 く,1.5cm～ 1.7cmに およぶものもある
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第 4

1.本土墳墓群は埋積平地を臨む丘陵上に所在づ

発掘調査中に,それ らと複合立地していた古毒

括 して集録したものである。

2.当該地は風化の進んだ花闇岩媒舌L土 で形成き

各遺構等と複合していて,時代の判別できなし

比較的確実性の高いものを中心にとりあげた。

告書第 4集 ,用 木山遺跡,同第 5集 ,さ くら山|

3.当丘陵は,最初に生活根拠地として足を踏ろ

方形台状墓,用 木古墳群,岩 田古墳群へと,動

の墓制の変遷が見 られるほかに,埋葬施設の種

在する形で検出され注目されたのである。

4.視 点を変えて当丘陵の中でも埋積平地に近し`

在する河本部落の墓山として不J用 され,今も江

当丘陵の北北西約600%の P5前池西遺跡には,F

同北西約250衡 の三蔵畑遺跡では,平安時代末な

されるなど,埋積平地西方に所在する備前国分

された丘である。

5.括

「8[11碁 fttЛIFI言こ::I[』雷『IF2[罵 ||[‖ i本

書前稿の「岩田古墳苛|,

証

1)神原英朗「岩田古墳群」本書収録

2)「用木山遺跡」報告書未完,本発掘調査概報第 4集に収録の予定                  |||
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野 山古 墳 群 第 2鬱 5号 墳

第 1節 序

野山古墳群第 2号墳 (略記号C2)お よび第 5号墳 (C5)は ,と もに岡山県赤磐洲∫山陽町岩田

字惣図 604番地の,野山と呼ばれる丘陵上に近在する低平な小古墳である。

昭和44年 6月 ,当該地は岡山県営山陽新住宅市街地開発事業地に決定され,そ れに伴う埋蔵文化

財分析J調査を,岡山県教育委員会および山陽町教育委員会等が,前後数回にわたり実施した。その

結果,野山丘陵においても数基の古墳が発見され,野山古墳群として登記されたが,当該両古墳は

その時点では,すでに封上が風化流失していてその存在を知ることができなかった。

同年 7月 から8月 にかけて,住宅団地開発事業の着工に先立つ,丘陵地内の立木伐採と木材搬出

用の仮設林道が敷設された。その際両古墳の箱式石棺をブル トーザが損壊したため発見された。こ

のことは施行業者か ら山陽町教育委員会に通報され,直ちに事業主体者の岡山県土本部をはじめ,

岡山県教育委員会等関係機関でその取り扱いについて協議した。その結果,破壊された両古墳はい

ずれにしても応急調査が必要だが,当時はまだ団地内埋蔵文化財の全体的な保存計画が煮詰まって

なく, また調査体制 も組織されていないこと等から,具体的な決定ができず,当面は被上による仮

保全を行ない現状凍結し,林道は古墳を迂回敷設された。          9

その後同年10月 に,山陽団地埋蔵文化財発掘調査団が組織され,事業地内の埋蔵文化財の分布調

査が進むにつれて,野山古墳群は13基の古墳で構成されていることがわかり,協議の結果本古墳群

全域を含む野山丘陵約37,000構 は,住宅団地内の自然公園として現状保存することに決定した。本

古墳群の具体的な保存計画が未定のため,破壊された両古墳は,と りあえず応急調査と,石棺の原

状復旧を実施することにした。

両古墳の発掘調査は山陽田]・教育委員会が担当することになり,昭和46年 1月 12日 から16日 までの

5日 間実施した。発掘調査終了後,遊離石材を墓壊内に残る痕跡等を手がかりにほぽ原状に復 1日 し

て,石棺内には川砂を入れて暫定保全処置をした。

なお今回の発掘調査に際して,第 2号墳第 2号棺床面一括出上の玉類10点を,調査中に現場で盗

難にあって失なった。理由はともあれこうした箱式石棺の数少ない貴重な資料を実測等未了のうち

に失ない提示できない不手際を,深 く反省するとともにお詫びしたい。

第 2節 立地 と調査前の概況

野山古墳群は,住宅団地事業用地となった東高月丘陵群を南北に2分する形に,北東か ら西へ深

く入 り込んだ谷水田の,谷奥南に位置する野山丘陵上に群在する (P24丁 図4)。   | ‐  i

東高月丘陵群は西方に替える標高 458.5π の高倉山の東斜面が,山麓近くの標高8577t付近で鞍部

をつ くり,そ こを起点として東方の埋積平地に向けて大きく張りだすように,多 くの尾根支脈を分

説
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出しなが ら緩やかな起伏をみせて扇状 に広がっている.尾根稜線は巾狭なが らなだらか に 延 び る

が,側斜面は侵蝕されて概ね急余:1面 となってい る。

野山丘陵は,当丘陵群の起点となる鞍部か ら約 200π ,南東に延びる尾根主脈上に形成された丘

陵頂で,東方の用木山,南方の不口田東山等への丘陵尾根支脈の分岐点でもある。丘陵頂 部 は 1票 高

86.75れ を測り,尾根走向をほぼ東西 においた亀甲形のなだらかなスロープを見せている。束 方 へ

緩やかに下降しながら用木山に連 らなる尾根は,丘陵頂か ら約 150π ,標高86.8ん で下降傾斜を一

時 とめ,北の谷水田を臨む尾根小支脈を分出している。

野 山古墳群13基は,こ の丘陵頂か ら北へ分出する尾根小支脈上にかけて鍵状に群在する (図 4.

160)。 丘陵頂から東へ延びる尾根上 に第 1号墳か ら第 7号墳の 7基 ,尾根小支脈上に第 8号 墳 か

ら第 13号墳の 6基が立地する。なお第 7号墳と第 8号墳の間35π は,前述の仮設林道工事のため尾

根稜 線が削平され,古墳の有無は不明だが地形的にみて, 1基ないし2基程度存在 していた可能性

もあ る。同時にまた本古墳群は,門前池および中池を含む谷水田を取 り囲むように,高い密度で群

在す る宮山古墳群 6基,愛宕山古墳群 9基,用木古墳群16基 ,本古墳群13基 ,四辻古墳群 7基,便

木山古墳群10基等とともに,一連の古墳群の一環を構成す るものである (図 4)。

当該地は今次開発事業が計画されるまでは松林であった。また野山丘陵は当丘陵群の中では,標

高9297bの用木山に次 ぐ第 2位の高位を占める。そのため谷水田に面した尾根支脈上に所在する古墳

か らの眺望視野は極めて広い。西方に高倉山晩を背負い,丘陵群の尾根越 しに,砂川流域に拓けた

豊かな埋積平地を一望でき,当 丘陵群内に所在するほとんどの古墳と,埋積lZ地 に築造された両宮

山古墳を中心とする,大形前方後円墳 5基等を望見できる立地を占めている。

今回応急発掘調査を実施した第 2号墳および第 5号墳は,と もに野山丘陵頂に近い尾根稜線とそ

の南斜面に近在する。丘陵頂に第 3号墳が立地するが,第 2号墳はそれと墳端を接して西方に隣接

立地 し,第 5号 lrlは 第 3号墳の東稜線上に隣接する第 4号墳の南斜面に,第 4号墳と墳端を切り合

って立地 している。

仮設林道は第 5号墳の南半を切断し,第 3号墳全域を削平していた。両古墳発見により林道工事

は中止 されたとはいえ,両古墳 ともブル ドーザが削平 し,古墳の原形は全 く知ることができない程

であ る。第 5号墳は内部主体の箱式石棺 もろとも半裁 された形となり,道路法面の約 1%の 高 さ

に,南小口を開口した状態で石棺が露呈 していた。第 2号墳は墳域全体が肖J平され,尾根走向に直

行 して並ぶ 2基の箱式石棺は,第 1号棺は壊滅に近い状態,第 2号棺は蓋石 1枚を残 して他の蓋石

は墳外に押しだされ,棺身部だけが埋没した状態で遺存していた。したがつて両古墳の外形および

規模等の詳細は明らかでない。内部主体の形式や近在の野山古墳群の現状か ら類推して,と もに径

1077b前後の低平な小円墳もしくは小方墳であ ったろうと推察できる程度である。

なお野山古墳群13基 の個々の概要については,本書表 8山 陽団地用地内埋蔵文化財一覧 (P25～

26)に ,外形測量図は本発掘調査概報第 1集の,現状保存古墳外形測量図第 149図・第 150図 (P

254,255)lこ掲載しているので参照願いたい。

第 3節 野山古墳群第 2号墳
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1・ 外形と構造

第 2号墳はすでに墳域全体を工事のため削平されていて,その外形や規模等の詳細は明らかでな

い o墳域 と思われる範囲の撹乱上を除去して,現存地山生き土上面を景1土調査したところ,地形の

高 い東側 に隣接する第 3号墳との境にあたる墳端部に,尾根走向と直行する周涅状溝遺構の痕跡が

僅 かに認められ,他の側面でもほぼ長方形プランで等高線が続っていた (図 160)。 仮に地山生 き

土面が本古墳築成時の原況を一部でもとどめているとすれば,本古墳の外形は尾根走行に沿 って長

軸 をもつ ,12協 ×10.5π 程度の方墳といえるが,現状では断定できるほど明確ではない。

本古墳 の内部主体は,尾根走向に直行して並ぶ 2基の組合せ式箱式石棺である。第 2号棺が墳域

の ほぼ中央に位置し,第 1号棺はその西方に長軸中心間距離で約 2.5れ 離れて位置している。いず

れ も上方が削平され,先後関係も含めて詳細は不明である。ほぼ同 レベルの現存地山生き上上面か

ら掘 り込 まれた,長方J移 の墓壊内に箱式石棺を組んでいる。 このことか ら本古墳の築成を推察する

と,丘陵尾根を削平整地して平坦な基盤をつ くり,その整地面か ら墓装を掘 って石棺を埋納し,そ

れ を基準 として封土を盛って墳形を整えたものと考えられる。 したがって墳丘の高さはさして高 く

はなくて,せ いぜい lπ前後の低平な小古墳と推考され る。

2.第 1号棺

第 1号棺はブル トーザによる削平およびその重圧で,壊滅に近い状態であった (図 162・ 図版91)。

棺は尾根走向に直行して長軸を北 5度東に置いているが,蓋石の全てと棺身南小口石材はすでに墳

外 に押 しだされ,棺側も原況を保つのは北小日と東側面北半の各 1個 の石材のみで,そ の他は重機

の圧力で西方に押し倒された形状を呈していた。蓋石の形状は不明だが,本石棺の現存形状は推定

も含めて下記のとおりである。

棺は丘陵尾根削平整地面の地山生き土層に直接掘り込まれた長さ220cm,中 91C71,平 均の深 さ約

30cmの 長方J移墓壊内に組まれた箱式石棺である。棺材は当丘陵に数多く産出する花岡岩の,扁平で

長方形害」り石を広口に立てて使用しているが,そ の大きさはかなり不揃いである。両側壁を長く小

口石材を左右から挟む形に組んでいるが,樋等の設備は施されていない。棺側石材は西側壁 2個 ,

東側壁 3個である。いずれも棺側天部の高さを水平に揃えるように,各石材の下部を石材の形状に

合せて墓 lrt底面を溝状に掘り込み調整している。溝の深さは墓城底から浅い部分で10卸 ,最も深い

南小口で23cmを 測る。両側壁とも北半部に長さ約1筋の,ほ ぼ大きさの揃った石材を対称的に用い

ていた。石棺の規模は内法長177cπ ,同 巾40m,深 さ30cmで ある。

棺床面は水平な面を保ち,北小田部に児頭大の川石 1個を用いた枕石が検出される。床面は墓墳

底面上に約 3 cm～ 5 cmの 厚さのマサ上で整えられているが,こ のマサ土は当丘陵を形成する地山と

同質の花岡岩媒乱上であるため,床面削平面の自然風化によるものか,或は意識的に敷かれたもの

か識別が困難であるきただ地山自然風化層にくらべて粘上が少なく粒子の荒いことから,意識的に

選別したマサ上を使用した可能性が強い。棺内法の現存石材の表面に赤色顔料の付着がかなり認め

られ,棺内面に塗布されていたものと推察される。また保存状態の良い棺北半の外周および側壁天

部に,青白色粘上が帯状に認められ,多い部分では巾36卸 ,厚 さ12帥 を測る。棺側と蓋石間の調整

……289-―
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第162図 野 山 第 2号 墳 第 1号

や目張 りの他に,石棺上面全体を粘上で覆 ってし
｀

棺内遺留品は人骨 l体分とガラス製小玉 1個 て

体位で検出したが,風化腐朽のため各部位が断片

され,墳外遊離上に押 しだされた破片もかなりあ

骸骨内面の自然体では塗布できない部分にも検出

面遊離出上の 1個 である (図 166-1)。 半透明の

径0.14cπを測る小粒の玉である。縦断面は大鼓胴
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ぼ中央に垂直に穿たれている。 : 一

3.第 2号棺     '

第 2号棺は墳域のほぼ中央に,尾根走向と直行 して埋葬されている。西に並存する第 1

長軸中心距離2.5π ,小 El壁の位置は本棺が南へ1.lπ ずれをみせる (図 161・ 図版91)。

本棺も第 1号棺同様,丘陵尾根削平整地面から憐 られた長方形墓墳内に,薦平な花同岩割り議

。林道工事によって損壊されていたが,蓋石 2枚分を墳外に轟t鬱用いて,箱式石棺を構築している

だされている程度で,その他はほぼ原況をとどめていた (図 163)。

墓墳は,掘 り込み上端のわかる現存地山生き」

底面はほぼ水平な面を保う。掘 り込み壁面の角鰈

く斜傾している。墓壊の規模は上端長272cm,同

る。

棺は墓装西債1壁寄りに偏って位置する。石材は

程度の属平なものを選び,均整のとれた長方形維

小口石材をその左右から扶む形に用いている。権

て墓壊底面を掘り込み調整している。掘り溝の深

土の圧力によって内傾していた。棺床面は当丘陵

され,両小口部床面に図示したように,花闇岩だ
｀

る。遺骸はすでに消滅して検出できないが,その

た形で埋葬されていた可能性が強い。棺の外法長

cm深 さ32c■ ,長軸方位北 6度東を測る。

棺蓋石は北小日に95cm× 92cm× 9 cπ の薦平な板

～ 4枚で構成 していたと推察される。蓋石内面も

面に塗布していたと思われる。

棺倶1外 周に巾30cm,厚 さ 7 cmの 青白色粘土帯が

石上部とともに詳細不明であるが,現状では墓墳

り,墓壊埋め戻し面の上に棺倶1の 高さまで粘土帯

が載 り,棺償1と 蓋石との間隙の調整と目張 りの役

棺床面のほぼ中央の西壁寄りで,碧玉製勾玉 1

見 したが:残念ながら取りあげ前に盗難にあって

品である。実潰1図等ここに提示できない不手際を

第 4節 野 山古墳群第 5号墳

1.外形と構造

本古墳は墳丘南半を林道工事で切断 されてい る

置し

みた

,こ 並

号棺とめ

′
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，
夕
多
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置して,丘陵表土層の風化流失と二次埋積による地形変化が著しく, トレンチ調査で墳域確認を試

みたが明確にできなかった。林道法面に露呈する第 1号棺の調査に伴ない,その東に陽i接 して平行

に並ぶ第 2号棺が発見され調査した。両内部主体の形状および北に陽i接 する第 4号墳との関連等か

一

η
金
、
ほ

0          1m
l   l   l

第164図 野 山 第 5号 墳 第 1号 棺 実 測 図
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ら,も とは径10π ,墳高 l%前後の低平な小円墳であったろうと推察できる程度である。

本古墳の内部主体は,尾根走向および当該地の等高線に直行して並列する, 2基の組合せ式轟

石棺である。両棺の長軸線距離 lπ ,東に位置する第 2号棺は第 1考棺に較べて,北小日で約60cm

地形の高い北に偏 っている。両棺とも棺の形状 と規模に合せて,丘陵斜面を切り込んで平坦面1議

くって箱式石棺を組み,その上に被土を盛って墳形を整えているが,現状ではその先後関係は|″護

かでない。なれ 耐 とも棺石材は当 陵罐 出する花闇岩であるれ 面取りされていない自
髭

石が多 く用い られ,大きさや形状はさほど精選されていない。

2.第 1号棺

南小口を林道工事で切断されている石棺である。現地表下約70cπ に棺床面を置いているが層痰

な観察が不能のため,墓壊掘り込みの有無等の詳細は明確にできない。現存地山生き土上面で
―

奮

`髪

と,地形の高い北斜面を中約90cm

深さ約40cπ 掘 り込み,その南側に

長さ 220cmの 長方形平坦面を肖」平

整地して,そ こに本石棺を構築 し

ている。

棺は南小 Elを 欠失していたが,

削平面に石材抜き取り跡が残存じ

ほぼその全容を知 り得た。棺は東

倶1壁 3個 ,西債1壁 2個 ,両小日各

1個の石材で,小口石材を左右か

ら挨む形の長方形箱形に組み,棺

側の高さは水平に揃うように,各

石材の下部を掘って調 整 して い

た。蓋は30cm× 60cπ 大程度の石材

6個を並べているが,その間隙は

小害」り石を上に並べて 塞 い で い

る。粘土等による目張 りは施され

ていない。棺床面は丘陵地山と同

質のマサ上を厚さ 3 cmばかり敷い

て整えているが,地形の低い南に

若千下傾し,両小日での比高 8 cπ

を測る。床面北小口に小割 り石 2

個を用いた枕石 1対を検出したが

被葬者の遺骸は残存しない。また

床面北半でかすかに赤色顔料の広

り

”

啓

面

錫

ち

彊

任

等

き

た

が

６８

・

・床
―

平
―
が

緑

Ｃ

大

そ

Cπ ,

0。 1(

なさ

厚○

13.

鮮

まて

形に

土籠

菖とし

は刻

でσ

るモ

0            1m

第165図  野山第 5号墳第 2号棺実測図

―…294-―



口

「

FF~~~~~一

一 一 ― ― 一 一 ―

―
―

がりが認められたが詳細は明らかでない。棺の規模は,蓋石推定長200cれ ,棺身外法長190cll,同 巾

68c7,同全高47cm,棺内法長168cm,同 巾38cm,同 高29cπ ,長軸方位北14度束を測る。

副葬品は枕石の南に接する床面に小勾玉,管玉,ガ ラス製小玉各 1点 と,北小日から南へ67cmの

床面 中央に勾玉 1,そ の西側壁に接して鉄器片 1の 計 5点が発見された (図 166)。

鉄器片は一端を折損しているが,現存長7.86m,中 0.72帥 ,厚さ0.45cmの 断面長方形を呈す る扁

平な平鉄である。鍛造によるつくりで一見刀子柄を思わせ るが,端部が若千そりをもち鈍の可能性

が強い。勾玉は計 2点 出土したがいずれも翡翠製である。 (1)は 床面中央単独出上の勾玉である。青

緑色 の C字形を里するが,頭部側面が平滑な面をもちやや角ばった感 じがする。紐とおし貫孔は逆

C字形 において一方か ら施されている。高さ2.6cm,巾 1.6cm,頭部厚0.9cm,尾部厚0.7卸 ,孔径は

大きい方で0.4cm,小 さい方で0.2cmを測る。唸)は 頭部に対 して尾部の大きい罵平なつ くりの小形品

であ る。黄緑色を呈し,用木古墳群第 4号墳第11主体 出上のものと極めてよく類似する。高さ0.86

帥, 巾0`7cm,頭 部厚0。 35cm,尾 部厚0.47cm,紐 とおし孔は逆 C字形に置いた一方から穿た れ, 径

0.l cl■ を測る。管玉は碧玉製で緑色を呈する小形品である。高さ0,7m,径 0035cm,貫子Lは 一方か ら

なされ径0.15cmを 測る。ガラス製小玉は半透明の青色を呈する小粒である。胴部最大径 0.3卸, 器

厚0。 3cmを測る。

3. 第 2号棺

第 1号棺の北東に隣接 して並ぶ小形石棺である。第 1号棺同様丘陵斜面を地山生き土層に達する

まで切 って,平坦面を削平整地して石棺を構築している。両側壁各 2個,両小口各 1個 の石材で箱

J移 に組 んでいるが,両小口石材が平坦面を掘り込んで固定しているのに較べて,両側壁は地山生き

上面 に載せているだけである。そのためか東側壁は上圧によって内倶1へかなり押しだされた形状を

呈していた。蓋石は 4個 の扁平な板石を並べ,そ の間隙は若千の小石を載せて塞いでいる。棺床面

は地 山マサ上を 2 cm～ 5 cm敷いて平 らな面に整えているが,地形の低い南側にやや下傾して両小口

での比高 2 cmを測る。北小口床面に小石材 1個 を検出したが遊離しているため,枕石の可能性があ

るものの断定できない。また結土および赤色顔料の塗布等の痕跡は認められなかった。棺の規模は

6-D一
D 038
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菖J葬 品は,床面北小日か ら南へ約45cmの 西狽1壁近 くに滑石製勾玉 1点と,そ ?近 くからガ711電
小玉 1点の計 2点を出上 した (図 166)。 勾玉は青灰色を呈するC字形小形品そある。頭部力1轟彰 須
となり図示したごとく直線上を呈している。高さ1。 7cm,巾 1.Ocm,頭部厚0。 3cm,胴部中央厚0｀彰

蓋石全長116cm, 同平均申45cm, 棺身外法長105cπ , 同平均巾41cm:f霞

顧塩鰤:。  

身内法長81cl11
最大巾29cπ ,最小巾12cπ ,平均巾22cm,同高20cm,長軸方位北1.1

cπ,尾部厚0.5cmを 沢1る 。紐とおし孔はC字形に置いて上方から穿たれ,孔径0.2cmを 測るが孔1機
部は糸ずれによる磨耗痕が見 られる。ガラス製小玉は第 1号棺同様,半透明青色を呈する小粒誰

ある。胴部径○。42ca,厚 さ0。 35cm,孔径 0。 l cmをぶ

第 5節 両古墳 の築 造年 代

野山古墳群第 2号墳および第 5号墳の築造年代

が少なく,明確にすることができない。両古墳は

同規模同一手法によって埋葬されているところか

さして年代中のあるものとは考えられない。ほぼ

両古墳の立地,内 部主体構造,出上の玉類など

きれる材料は何もない。少 くとも須恵器を伴出す

をより多 くもっている。当東高月丘陵群内に所在

主体とする,四辻古墳群第 2号墳・第 3号墳,用 :

葬と考えるのが妥当のようである。

第 6節 ま と め

1.野 山古墳群第 2号墳および第 5号墳は,と も

頂に近い尾根上に近在する低平な小古墳であっ

2.第 2号墳は方墳もしくは円墳・第 5号墳は円

と推定されるが,と もに林道工事のため大きく

笏
移

| 多

多

参
笏

多
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ケ
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多
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3.

4.

両古墳とも葺石・埴輪などの外部施設は検出、

内部主体は両古墳とも,尾根走向に直行する糸

封上の盛 りあげに先行 して,丘陵地山削平面に」

たが,各 古墳内における2棺の先後関係は明確ト

5.各棺床面には小石材 2個を用いた枕石が置か

l対 の枕石が検出され, 2体埋葬の可能性を示

6.冨1葬遺物は各主体ともきわめて簡素である。

確ではないが,遊離ガラス製小玉 1,第 2号棺

10点,第 5号墳第 1号棺は翡翠製勾玉 2,碧玉

片 lの計 5点,第 2号棺は滑石製勾玉,ガ ラス

い形態を呈 している。

7.両 古墳の築成時期は明確には決められないが

一応 5世紀代の所産と考えられる。                          ■
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三 蔵 畑 遺 跡

第 1章 序 説

三蔵畑遺跡 (略記号Yll)は ,岡山県赤磐Ell山 陽町河本字三蔵畑 105番地に所在する。平安時代

末ないし鎌倉時代初頭の,上師器土鍋等を焼成した古窯址を中心とする生産址である。

当該地は岡山県営山陽新住宅市街地開発事業用地となった,東高月丘陵群内に形成された谷懐状

の小支谷に位置するが,事前の分布調査の段階では確認されていなかった。岡山県と山陽町の間で

昭和49年 4月 1日 付締結の山陽団地埋蔵文化財発掘調査第11次委託契約に基づき,その一環 と し

て山陽町教育委員会は,用木古墳群第 7・ 15016号墳の発掘調査を実施した。その際,古墳と複合

して周辺丘陵上に広がる弥生時代集落址が発見され,さ らに念のため谷部に向けて設営した試掘溝

内に,円形 ピットを偶然に掘 りあて,本遺跡発見の端緒となった。この円形ピットは先年岡山県教
②

育委員会が,山陽新幹線建設 に伴い発掘調査を実施 した,二子御堂奥古窯llL群 の4号窯前庭ピット

と極めてよく類似することや,周辺部の外表精査の結果,僅かではあるが土師器片を包含する灰層

が検出され るなど,古窯址の存在する可能性が強まったのである。

山陽町教育委員会では新発見の両遺跡を,集落址を新宅山遺跡,本遺跡を三蔵畑遺跡として登記

し,早速,岡 山県教育委員会および岡山県土本部等関係機関と,そ の取り扱いについて協議した。

その結果両遺跡とも住宅団地の造成計画上,現状保存することは技術的に困難であると結論され,

緊急発掘調査の対象となった。両遺跡の発掘調査は前記委託契約の変更契約を行い,山陽町教育委

員会が用木古墳群 3基の発掘調査に]|き 続いて実施 した。すなわち,用木古墳群 3基の発掘調査は

昭和49年 7月 1日 から同年 8月 19日 まで,新宅山遺跡の調査は昭和49年 7月 22日 から同年 8月 21日

までをかけて併行実施した。また三蔵畑遺跡の発掘調査は昭和49年11月 21日 から同年12月 27日 まで

をかけて実施 した。なかでも三蔵畑遺跡の発掘調査は,当 山陽団地開発事業地内の埋蔵文化財発掘

調査として,用 木古墳群第 3号墳において昭和44年 12月 1日 ,最初の鍬入れをして以来実に5か年

余を要 しての,最終発掘調査遺跡となり感憾深いものがあらた。

しかし, これ ら発掘調査を実施した 3遺跡も,調査終了後の昭和5o年 2月 15日 ,住宅団地造成工

事の犠牲 となって,そ の基盤である丘陵もろとも削平されて消滅した。今は幾何学的な階撃状の住

宅団地に造成され,行政区画 も山陽団地 3丁 目と改められて,昔 日の面影は全 く存在 しないのであ

る。

なお本遺跡の上師器窯の残留地磁気測定について,福井大学教育学部広岡公夫助教授にお願いし

たところ快諾をいただき,お忙しいにもかかわらず当方の調査日程に合せて,昭和49年12月 18日 に

同大学学生山本芳夫君とともに来山,現地調査されたうえに,そ の測定結果について玉稿をいただ

いた。は じめに記 して厚 く謝意を表 したい。

第 2章 遺 跡 の 立 地
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本遺跡は,東高月丘陵群内の谷水田に面した,丘陵尾根小支脈間に形成された谷懐状小支谷の,

丘麓斜面から谷り1に かけて立地 している (P24-図 4)。

当丘陵群の外縁裾部が,埋積平地と接する北東端谷口を塞 ぐように築成された lllll前 池から,南西

に向けて緩悸i斜で深 く入り込んだ谷水田の南縁に沿って,丘陵群のほぼ中央に位置する標I192π の

用木山か ら北東へ,な だらかな起伏をみせながら下降する丘陵尾根が延びている。この_百1陵尾根に

は用木古ザt群16基が立地しているが,用木第 6号墳の位置する標I167.67ル を丘陵尾根突端部として

そこか ら北と北東に向けて下降しなが ら,谷水田に至る尾根小支脈を分出して終 っている。本遺跡

|ま この谷水 lllに 面した2条の丘陵尾根末端小支脈の間に形成された,谷 日の中約40π ,谷の奥行長

約50れ ,谷口底の標高約3577bの ,谷懐状小文谷の東側斜面から谷頭にかけて立地しているのである

(図 168・ 図版92)。

当該地は今次開発事業が計画された時点では,谷部から丘陵側斜而下半にかけては雑木林,丘陵

尾根部か ら側斜面上半にかけては松林であった。しかし,発掘調査に先立つ立木伐採後の地形は,

谷筋は 100分の26と かなりの傾斜を示 し,流水の作用のためか土砂の二次堆積と流失痕が著しく,

丘陵側斜面は急斜面となり1直林のための砂防段がほぼ企域に施されている。また西谷口か ら谷頭に

かけての丘裾部は開墾されて,か っては 5枚の畑として耕作されていた痕跡をとどめ,谷 田部には

炭焼窯 l基が築かれているなど,原 地形はかなり大きく改変されていた。こうした地形的条件のな

かにあって,標高約42π ほどの斜面にほぼ同レベルの高さで,東谷口か ら谷頭にかけて馬蹄形状に

続 る,中 の狭いテラス状の造成面の痕跡が認められる。実は後の発掘調査の結果,こ のテラス面に

本遺跡は立地していたのである。

なお,当東高月丘陵群内において本遺跡とほぼ同時代と思われる遺跡は,本遺跡か ら谷水田一つ
の

を隔てた南東約300π の愛宕山丘陵上に,白磁や八稜鏡を冨1葬 した土装墓および古備前蔵骨器群が

存在 し,ま た丘陵尾根支脈一つを隔てた北方約 350π の門前池西方遺跡では,12安時代大形建物群

とともに,鎌倉時代土器片も発見されている。

第 3章 遺構の出土状況

1.遺跡の概況

発掘調査の結果本遺跡の各遺構は,前記小文谷の谷頭に近い標高約42π の東緩斜面か ら北東へ向

けて,丘陵側斜面の等高線に沿って深 く掘り込み,地形の低い谷側に埋めだして造成 した,ほぼ同

レベルの長さ約25れ ,巾 約 4%～ 5π の中狭なテラス状平坦面に集中して所在 してい た (図 169・

図版92)。

このテラス状平坦面造成のための丘陵斜面掘り込みの深さは,現状でそれが確認できる現存地山

生き土面で,緩傾斜の谷頭部で約1.2れ ,急斜面となる中央部で約2.lπ に達し,地形の低くなるJヒ

東丘陵末端部では自然消滅の状態を示す。また地形の低い側の谷部は,造成面の幅員を拡大するた

めに当然埋めだされていたと思われるが,現状ではすでに流失していて,地山生き土面を直接掘り

込んだlll平面のみしか確認できない。造成面と谷筋との比高は谷頭部で約1.5π ,中央部で約4.5π

―-299-ニ



第168図 三 蔵 畑 遺 跡 調 査 前 地 形 図

か |

土 [

灰 :

工 i

2

北東端部で約 7π を測る。さらにこの平坦面が谷頭部を馬蹄形状に続って,谷の西斜面におよぶ可

能性や,一段降っての谷部にも遺構の存在を確認するため,谷部全域に全面剥土に近い試掘を試み

たが,西丘裾部は開墾畑地となって削平され,谷部は流水作用等によってともに原地形が大きく変

琴していて,若干の土器片等を採集したほかは,遺構等は何も検出できなかった。 したがって本違

跡の遺構の広がりは,地形的には今少 し広い可能性があるものの,現状では図示 した約23π ×5れ

の範囲に限定される。                                  ■

このテラス状平坦面の主軸走向は,谷筋の走向にやや斜行 して北60度東を示す。各遺構は北東側|

に
　
形
　
へ
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第169図 三 蔵 畑 遺 跡 遺 構 配 置 図

から,排水溝を伴う円形ピット,掘立柱の建物を想起させる柱穴列,楕円形ピット,平窯址および

土師器片を多く含む灰原と,そ の灰原の下層に複合する小ピットが,直夕J状に集中して群在する。

灰原出上の上器片の観察から,土鍋およびカマド等を中心とした平安時代末ないし鎌倉時代初頭の

工房址と推察される。各遺構の概要については,以下順を追って記述を進めることにする。

2。 円形ビット(図1700図版95,96)

本遺構群の東北端に位置する排水施設をもった水漕状の円形ピット (Pl)である。丘陵側斜面

に造成されたテラス状削平整地面の地形の高いallの 南切り込み壁面に接して円形ピットを掘り,地

形の低い側の北谷斜面に向けて,平坦部を横切るように深いV字形の排水溝を設けている。ピット

ヘの排水溝取りつけは,下底部に暗渠排水施設と,そ の上方にオーバーホロー排水施設の二段が設備

-301-―
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第170図 1三 蔵 畑 遺 跡 円 形 ピ ッ ト 実 測 図
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され注目された。

ピットは現地表下約1.5π に埋没している削平地面の,丘陵斜面iを深さ約2.lπ も切り込んだ高い

崖状の南壁面に接して,半球形状に掘り込まれている。したがってピットの南掘り込み面は,削平

整地面と段状とはならず,丘陵南崖面とそのまま連続的に連 らなっている。ピットの規模は,現況

で掘り込み上端がわかる削平整地面の現存地山生き土上面で,東西径238cm,南北径210c71,底面径

は両方位径とも130cm,深 さ125.5cれ を測る。ピット掘り込みの壁面は比較的硬い花岡岩媒乱土であ

るが,い ずれも丸味をもった滑らかな面を呈している。ピットの内部も削平整地面上と同様,当丘

陵を構成する花聞岩風化上によって埋没しているが,下底部に粒子の微細な粘質上の付着痕跡が僅

かに認められるほかは,そ の他土器片等の遺物類の埋積とか混入は全く認められなかった。丘陵側

斜面の傾斜面の傾斜度や当該地の地質構造からみても,本遺構を廃棄した後比較的短期間のうちに

埋没したものと考えられる。       …

排水溝はピットの北壁部に接続して,丘陵原地形の等高線に直行する北向きに,削平整地面を横

切るようにして設けられ,地形の低い谷斜面に自然放流する形状を塁している。ピットと排水溝と

の取り付け部にあたる排水施設は,下底部に トンネル状の暗渠排水設備と,その上方にオーが一ホ

ロー形の自然排水設備をもつ,上下二重構造となっている。すなわち,上部の自然排水回はピット

に接続する部分の排水溝の下半を,長 さ約60cπ ばかり堤防状に掘り残して,U字溝形の排水口を施

設 してしヽる。この自然排水国の上端巾78cm,底部巾32cPt,深 さ56cm,ピ ゥト底面からの高さ61cmを

測る6下底部の暗渠排水日は,ピ ット下底部の排水口に近い部分を,径約50cmの 円形プランで深さ

約20cπ ばかり掘りくぼめて集水部をつくり,そ こから前記自然排水回の下方の地山生き上層に,中

30卸 ,高さ34cm,1底部長約70cmの ,断面形が縦長の楕円形を呈する隧道を穿っている。この上下の

排水日はその中心線で対比すると,暗渠排水国の方が西方に22cmずれている。排水路は両排水口を

受けるため,深いV字溝となっているが,掘 り込み上端の巾は狭い。木端部の埋めだし整地部が流

失 していて全容はllB確 でないが,現存溝底長 590cm,下 傾落差49cm,溝上端最大中80卸 ,最小巾46

cll,平均巾約60cm,溝底平均巾約20cm:平均の深さ約 120cmを 測る。

この円形ピットは排水施設を有する等その構造からみて,明 らかに水の使用を対象として設けら

れたIも のである。しかし当該地には湧水はなく集水路も敷設されていない。水はすべて眼前の谷部

か ら採取搬入したものと考えられる。また暗渠および自然排水日の両排水施設をもつことは,貯水

と完全排水を繰り返 して行なったことを物語り,流水谷に近いことなどからも,単なる飲用等の生

活用水の貯水漕ではないと思われる。本ピットの南西約15れ には土師器窯址が存在し,前述の二子
⑥              い

る粘土撹伴漕あるいは洗濃着等の,工房施設の一御堂奥古窯址群の例からも,土師器生産に関係サ

つと考えるのが妥当のようである。

3.掘立柱の建物 (図 17■・図版95)                            .― ・

円形 ピットとその南西約 6.5π に位置する第 2ピ

'卜

との間の肖J平整地面に,図示したごとく,

丘陵斜面を掘り込んだ南崖面に沿うように,現存長約 6π の浅い溝状遺構と,間隔や配置はかなり

不規則ではあるが,それとほぼ平行する柱穴約10個 を検出した。

鰍
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第171図 三 蔵 畑 遺 跡 建 物 址 実 測 図



溝状遺構はその中ほどで,削平整地面を横切って地形の低い谷斜面に達する溝を分岐し,西端部

でも直接崖沿いの溝に連結はしていないが,同様の溝 1条 が認められる。溝は上端平均巾約40cm,

同深さ約 8 cm,横 断面はカーブの緩い円弧状を呈する浅い溝ながら,そ の構造からみて,地形の高

い丘陵斜面から流入する雨水等の排水を意識して,敷設されたものと思われる。

溝が交差する部分の南崖寄りに,溝に連 らなるような形状で,上端巾62cm,同 奥行長60cm,底 面

巾46卸,同奥行長51cm,深 さ16cmの馬蹄形の浅い掘り込みが存在する (図版97-1)。 この掘り込

みの内部および周辺部には,灰および土師器土鍋片等が多量に検出され,当初は古窯址の可能性も

考え られたが,調査の結果これらの土鍋類の多くは二次的火焔を強 く受けていて,炊飯あるいは煮

沸に使用されていた。また遊離土器片の中には,瓦器に近い須恵器片とか,青磁片や緑釉片もかな

り含まれ,当該地において煮炊きが行なわれたことを物語り,こ の馬蹄状掘り込みはカマ ドの可能

性が強いと推察される。

柱穴 は約9。 6π の範囲にほぼ直列状に位置するものの,そ の配置や柱穴の形状はまちまちで, 全

体としてまとまりをもった建物の形態は示さない。柱穴は小さいもので径22cm,深 さ12cm～ 20釧
,

大きい もので径50cm,深 さ36cm～ 41cmを測り,柱穴内にも土鍋片等の上器片や,準大の花闇岩角礫

の混入するもt7Dも あった (図版97-3)。 柱穴の配置を検討すると2問 ないし3間で直列状に通る

もの も存在 し,前記溝状遺構やカマ ド等の存在か ら,本古窯址に伴 う作業小屋的な小規模の掘立柱

の建物を,同一立地で数次にわり建て替え使用したものと推察される。 しかし,当 該地は丘陵削平

整地面の中が狭く,柱穴列の南側は溝状遺構に接して崖面が迫 り,北側は 1.5れ で谷斜面となって

いる。地形の低い谷斜面部は埋め出し整地を行なって,平坦面の拡幅を計っていたと思われるが,

現状 では埋め上部分はすでに流失 していて精査を試みたが,現存柱穴列と対応できる柱穴は検出す

ることができなかった。

4.第 2ビ ット (図 172・ 図版97)

掘立柱建物の推定される柱穴群の西端部,南崖沿いの溝状遺構と切り合うようにして,丘陵原地

形の等高線と平行する北70度東に長軸中心線をおいて,削平整地面から掘り込まれた隅丸長方形の

ピッ トである。現存の削平整地面の標高は41.4577bを 測るが,整地面巾は約1.2π と最も狭い部分に

位置す るため,本ピットの南掘り込み面は,幾分丘陵南崖面に切り込んでいる。ピットの規模は,

掘 り込み上端のわかる現存地山生き上面での長さ142cm,同 巾121cm,底 面長100cm, 同巾71cm, 平

均の深さ41cmを 測る。

ピッ トの掘り込みの角度はいずれもかなり斜傾し,縦横断面とも上方に広がる台形状を呈し,底

面はほぼ水平面を保つ。ピットの内部は削平整地面上と同様に,当丘陵を形成する花同岩風化上で

埋没 し,土器片等の遺物やその他の施設物等は何も認められなかった。したがって現況からでは本

ピッ トの使途は明確にできない。本遺跡の各遺構群との関連,特に後述の古窯l■窯日と4.577bの距

離に位置することなどから,当土器生産址施設の一環としての必要施設であったろうと推測できる

程度である。

なお今までふれなかったが,本ピットの上方に東小日外方からピット直上にかけて,児頭大の花

肝
齢
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闇岩割 り石 6個 を約72cmの 長さで直列

状に並べていた。 この石列は肖じ平整地

面の現存地山生き上の上方約15cπ に位

置し,本 ピッ ト埋没後に置かれたもの

であるが,現状では本 ピットとの直接

的な関係の有無や使途については明 ら

かでない。地山生き土面も当該地が生

活面として不J用 されているため,その

後の風化作用等によって低下するであ

ろうし,ま た生活面が埋積上昇 した時

点での敷設とも考えられる。 したがっ

てこの石列はピッ ト等本遺跡群とさし

て時期的に隔りのない,同時代の関連

遺構の一つと推察できる程度である。

5.古窯l■および灰原 (図 173,174。 図版

93, 94)

第172図  三蔵畑遺跡第 2ビ ット実測図

本遺構群の西南端にあたる谷頭に近い緩傾斜面

址と灰原である。窯体は前記第 2ピ ッ トの南南匹

南崖面に沿うようにして築成された小規模な平窯

の低い倶1の 緩斜面に,約 4π × 6π の範囲で広か

窯は当初削平整地面の埋土中に,花闇岩割り酒

lπ ,長さ約1.5π ,高 さ約0.4π の不定形な焼土

鍋類の破片を多 く包含する灰層が存在するところ

離焼土塊を除去して調査の結果,図示 した如 くU

認 したのである。

この平窯は削平整地面上に,10cm× 15cm大 か ら

の規模と形状に合せてU字形の基礎を組み,そ の

構造である。 しかし現状では窯体下半部の,それ

だけで,大半はすでに崩落していて,構造その他

窯は丘陵削平整地面に堆積 した灰混 りの暗灰黒

線走向にほぼ平行する北31度東に主軸をおいて構

比高は約 1lc鶴 を測り,その間に灰混り上層が堆積

[『[[言[:[i〔]:::::[i][::3]:i:言 i:]i][]::「i:[]li
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第174図 三蔵 畑遺 跡 土 師 窯実 測図            ■

■
では赤褐色あるいは灰褐色のやや軟質の壁面となっている。窯床面は丸味をもった舟底形を呈 し

`
いるが,床面の長軸線に沿 う巾約35cmは ,練 り上による今り固めは施されていなく,直接基盤で

´

る灰混 り土層面で焼土化していない。床面は焚口倶1に 下傾し,現存床面長90cmの 間での比高 1lcπ■|

譲i彙霧i量島liL曇 去量言乗「 醤曇][よ 曹盤(11量 4倉i詈構E曾〔ilF彙 量11量:

部計測値は,外椰の石積みも合めての外法現存巾120cπ ,同長さ155cπ ,同高さ35cm,内 法現存上1端

巾68cm,同長さ 110cm,同 高さ30cm,焼成室部床面内法巾42cm,焚 口に近い燃焼室部床面内法巾29

cπ,床面現存部長90cmを 測る。                             ■

窯焚回は現状では崩壊 していて明確にできないが,奥壁部か ら約 ].20cπ の西側壁内に末端を置,
根石が,30cπ ×50cm× 23cmの形の整 った大形の長方形石材を用いて,窯 巾もその部分で一段と狭|ぐ

9   響

拳 摯



なり,灰層がこの石材を境に して,地形の低い西側にかき出された状態で広がっていること,ま た

これに対応する地形の高い東倶1の窯外方に,窯体に接して径約60cm,深さ約10cmの くば地が設けら

れ,粘質土を練った痕跡と,そ の近 くに火力を浴びた花岡岩小石材数個とともに,上師器片が一括

して置かれていることか ら,窯焚国の閉鎖施設の関連址と考え られる。これ らのことを総合して本

窯の原奥行長を推察すると,最大に見積ってもせいぜい 120cm前後の小規模のものであったと考え

られる。

窯の構造は奥壁部に火力が集中し,根石もしっかりと組まれているところから,煙道はおそらく

奥壁部に設けられ,天丼部は生産された器種が三脚付土鍋類が多く,ま たカマ ド片も検出されると

ころか ら,かなり背の高いアーチ状の天丼が設けられていたと考えられる。焚口,燃焼室,焼成室

の区別は判然とせず,焚口近 くの巾約40cmに対して焼成室部では現存上端巾68cmと 広 くなり,その

広がりは漸移的である。

灰原に散在する土師器土鍋類の中には,径 40cmを超える大形のものがかなりあり,小形のものを

組合せても,直列に並べて 3個が限度であり,重ね焼きを考慮に入れても一回の焼成で生産される

製品の数は,数個ないし十数個と小規模である。そしてまた製品の窯への出し入れは,焚日の規模

か らみて焚口側の開口部からは困難であり,そ の都度天丼部を解体するか,あ るいは壁面部に出入

口を設けていたものと考えられる。

このような本窯体が操業した時期については,床面に密着して検出された遺物がその下限を物語

るが,後章で述べる灰原出上の上師器片と,時期的差異はほとんど示さず,ほ ぼ単一時代のある期

間を限っての生産址 と推定される。灰原出上の上師器類の編年観からみると,鎌倉時代初頭の所産

と考えられ,別稿の残留地磁気測定の結果ともほぼ一致する。また本古窯l■の生産性については,

関連遺構群の規模および本窯体,後述の灰原の規模等を総括しても,いずれも規模が小さく,い わ

ゆる商業的生産あるいは専門職業的生産ではなくて,当地域に居住する集団の自給自足型の生産と

推察 される。

灰原は窯体の西北にあたる緩斜面の約 5π ×6%の範囲に広がっているが,な かでも焚口か らゴヒ

方へ約 2 7bX 3 πと,窯体の横にあたる北西面の約 3π ×3π の範囲に,特に厚 く集中して堆積 し

ている。灰原の状況を窯体のほぼ中心部を通しての横断面でみると,窯体に接する部分での灰層が

最も厚 く,現存窯体の側壁高 にまでおよび43cmを測り,地形の低くなる北西方向に漸次薄 くなりな

が ら約 6π延びて,谷斜面に臨む崖面で切れている。灰層の層序は下半部は灰混り上j薔で土器片を

ほとんど含まず, この地層は窯体底部にまで延びて,本窯址構築時の整地面と考えられる。上半部

は土師器片,木炭片,窯壁を思わせ る焼土塊等を含むいわゆる灰原層であるが,焼土塊や上師器片

を多 く包含するのは,窯体に近い約 2π の範囲に限られ,それより以遠になるにつれて土師器片等

は稀薄となり,粒子の小さい灰層と変り堆積層も薄 くなる。

6: 第 3ビ ット (図■72)

古窯llLの 西方約 1.5π ,灰層下層の丘陵地山削平整地面に直接掘り込まれたピットである。長軸

をほぼ南北におき,やや不定形な楕円形プランで掘り込まれ,床面も約 4 cπ の段差をもった 2段掘
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第 175図 三 蔵 畑 遺 跡 第 3ビ ッ ト 実 測 図

り込みとなっoン 御、 出 ぎ平 らな面を保ち 掘 り込みの角度も

繹 乱己Fiやや上広がりの台形状を呈する。現存掘 り込み上端の長径145cπ
,

同短径76cm,深 さは地形の高い南壁部で78cπ ,最

本ピット底面に拳大の花商岩山礫 8個 を遊離検

埋没していた。前述の古窯llLが この灰混 り土層を :

と,こ のピットは本遺跡遺構群が立地する丘陵斜

[:][:[::]ill:][][[::|:]][iF喜
曇重層菫Itti奮曇重縁裏量

:::

1影7.そ の他の遣構

本遺跡の今次発掘調査に伴 う各遺跡の出土状況iは 上記のとおりであるが,その他に丘陵削平薮

面の北東端にあたる第 1ピ ットの北東約 62の丘陵斜面に,すでに流失半壊 した隅丸長方形の墓

l基 と,谷筋を挟んで古窯址の北西約20π の丘麓部に,小規模の削平整地面が存在 し,そ こか1議
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時代の須恵器片をかなり検出採取 した。

土旗は削平整地面の地形の低い側にあたる北端部か ら谷斜面にかけて,当 該地の等高線走向に直

交する北30度西に主軸をおいて,隅丸長方形に掘 り込まれているが,現状では地形の低い北西部の

大半を床面も含めてすでに流失しているため,そ の原況は不詳である (図 169)。 現況では掘 り込

み上端のわかる現存地山生 き土上面I巾 95cm,床面巾90cm,現 存床面長60cm,1也 形の高い南小日での

掘 り込みの深さ12cmを測る。現存床面は地形の低い北西方向にやや斜傾するもののほぼ平 らな面を

もち,遺物その他の施設は何も認め られない。上墳内は丘陵削平整地面上と同様,当該地を形成す

る花同岩風化上で埋没し,丘陵斜面を削平整地した1時点との先後関係もりlら かにできなかった。し

たが って ここでは参考事例として付記するにとどめたい。

Jヒ西丘麓部の削平整地面については,当 遺跡との関連遺構の広がりを調べるため,泉1土調査を試

みたが,当該地は開墾されて畑地となっているため,旧地表面が大きく荒 らされていて,遺構とし

ては削平整地面が存在していたことと,柱穴 1本の痕跡を検出したのみである。 しかし当該地を開

墾す る際に撹乱 したと思われる土層内に,後章第 181図 に示した同時代蔵骨器と推察される須恵器

片や鉄釘が検出され,そ うした墓地遺跡の存在 した可能性も考えられるので,一応 ここに付記 して

おきたい 。

第 4章 出 土 遺 物

本遺跡の出土遺物は,土 mi器土鍋類を主体に生産した古窯址であるため,当 然のことながら土鍋

類の破片が圧倒的多量を占め,それに若千の羽釜およびカマ ド等の破片を検出した。また建物遺構

等削平整地面を中心に,か なりの量の上師器片,須恵器片,瓦器片と,若千の緑釉片や陶磁片も発

見し,さ らに谷を隔てた北西丘麓部では,蔵骨器を思わせる須恵器片と若千の鉄釘類を発見採取し

た。 これらの遺物はいずれも遊離検出のものが多く,ま た時代差もほとんどみられない と ころか

ら, ここでは出土地点にはあまりこだわらないで,各器種ごとに取りまとめて順次概述をすること

とする。

第 1節 土 鍋 類

本遺跡出上の上器片のうち,その大部分を占めるのがこの上鍋類の破片である。大半は窯体の西

北に広がる灰原からの遊離出上であるが,窯床面および窯焚日外縁部や建物遺構近 くのカマド状ピ

ットからも量は少ないが一括出上し,ま た本遺跡の立地する削平整地面全域から若千数ながら遊離

検出されている。

遺跡の性格上完形を保つものは皆無で,いずれも断片的な破砕片である。脚をもつものともたな

いものがあるが,その関係も明確にできない程である。量的には60cm× 40m X 15cmの遺物整理箱15

箱におよぶが,器形の選別および計測可能な口縁部片を基準としてその概要を記述する。

土鍋類は口縁部の類形で大別すると,表76に 示したごとくIん Vの型式に分けられ,さ らに口縁
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形  式 特 徴
1検

出破片数馨
測図

+透

A一 a
□縁部が「く」の字形に外反し内面くびれ部に稜線をもつ。口縁端
は丸味をもち蓋受け部がくばんでいる。

1～15

A一 b
口縁部が「く」の字形に外反し内面くびれ部に稜線をもつ。日縁端
は丸味をもち蓋受け部がふくらんでいる。

338 28-39

B一 a □縁部が「く」の字形に外反し内面くびれ部に稜線をもつ。日縁端
は面取りして蓋受け部がくばんでいる。

40-41

B― b 口縁部が「く」の字形に外反し内面くびれ部に稜線をもつ。日縁端
は面取りして蓋受け部はふくらんでいる。

42ハッ45

IE

A
口縁部がゆるやかに外反し内面くびれ部に稜線をもたない。□縁端
は丸味をもつ。

46-501

B
口縁部がゆるやかに外反し内面くびれ部に稜線をもたない。日縁端
は面取りされている。

Ill

IIl縁部は逆「ハ」の字形を呈しEIl縁端は丸味をもつ。 (皿状のもの
も含む)

51ハし581

口縁部は逆「ハ」の字形を呈し回縁端は面取りされている。 (皿状
のものも含む)

59rv62

Ⅳ B 口縁部は立ちあがり,日縁端を面取りして受け部はほぼ水平である l

表76 三蔵畑遺跡出土土師器土鍋類の形式分類

口縁部は「ハ」の字形を呈し,日縁端は面とりされている。

部端の反 りのもちかたや面取りの有無で幾つかに

胎止や焼成および調整仕あげの手法等は共通する

く,製作者あるいは使途の差を示すものと思われ

これ らの土鍋類の大部分は,胎土に長石,石英

黄褐色または淡黄橙色を呈するものが多い。整形

向刷毛目調整を施 し,日 縁部は刷毛 目調整の後横

下半に指圧痕を残すものや,底部に粗いへ ら調整

1.:A型の土鍋 (図 177,■ 78)

口縁部をくの字形に外反させて内面 くびれ部に稜をもち,口 縁端部をまるくおさめた類形であ

`

::[i::[『
「

:l[[i:|:]l::,ti::ili[]::阜 ::iう:i:]:iiコ縁部片l.217片 中, a型446片 , b型338片 ,計 784片 を数え全サ

:こま11写る[:繁二ilit彪IAa型 の土鍋 (図 177-(1)～ l151)は ,IIl縁部径約31cmか ら46cm

願 出土,口 縁径物 畝 面とも微か峨 齢 着 し 刷毛目の歯中は約 Q ttπ と粗 ヽ 蒙 義

届1毛 目調整後横なでが施され微かに刷毛目痕を残す。(劾 灰原出土,El縁径40.l cπ ,内外面とも,峰

目中は細かく,日縁部は届J毛 目調整後横なで調整されている。侶)窯床面出土,回 縁径 39。 7cれ ,1極

刷毛目は歯巾0.15cmと 細かいが,内 面用1毛 目は歯巾 0.3cmと 粗 く,施文具を内外面で変えてし`141

外面

粗い

層状
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外面下半は横なでにより刷毛 目が消されている。に)灰原出土,日 縁径34cm,内 外面とも刷 毛 目 は

粗い。内外面とも微かに煤が付着す る。b)窯 床面出土,日縁径 35。 5cm,外表下半をやや日の粗い板

目状のもので横方向に調整 し,上半からの縦方向刷毛 目を消し'ご いる。鱈)灰原出土,日 縁径34.2cm

刷毛 目は内外面とも歯巾 0.3cmと 粗 く,微かに煤が付着している。17)灰原出土,日縁径35.2cm,刷

毛 目は内外面とも歯 巾が細か く,内面口縁部にも顕著に施されている。外面一部に煤が付着してい

る。 18)窯焚日外縁 出土,口 縁径 35。 7cm,外 面上半の縦方向刷毛目の後下半部は板目状の横方向なで

が施 され,内面は三種の工具を使用しているのが注目された。0)灰原出土,日 縁径22.3cm,土 鍋口

縁 と同様のつくりであるが,焼成前に口縁部から約 5.5cmの ところで,ωtい へら状工具で切断され

てい る。鍋敷または器台的用途に使用されたものと思われる。住0灰 原出土,日縁径 26.7 cm, 器 高

3.86■ ,上記Ю)と 同様頸部付近で切断されたものである。外面に微かに煤が付着する。llll灰 原 出土

口縁径 33.5cπ ,内外とも煤が付着する。 l121灰 原出土,国 縁径30。 9cm,推定器高11.8cm,刷 毛日は内

外面 とも歯巾が細か く密に施されている。l131灰 原出土,口 縁径31.9卸 ,刷毛目は外面粗 く内面が細

かい。内外面とも煤が付着する。 l141窯 焚日外縁出土,国 縁径37.4cm,内 外面とも下半部はやや粗雑

な横方向へのへら調整が施 されている。 l151灰 原出土,口 縁径46cmは 本遺跡出上例中最大である。外

面下半部は縦方向刷毛目の上か ら板 目状工具による斜方向の調整が施されている。

IAb型 の上鍋 (図 178-侶0～89)は ,日縁部径23.lcmか ら38.5cmを 測り,前記 IAa型 に較べて

総 じて口縁径がやや小さい。図示 したものはすべて灰原出土で,そ のほとんどの上器片に内外面と

も煤が付着していた。9鋤 □縁径38.5cm,刷 毛目調整は内外面とも級密である。開口縁径36cm。 側口

縁径31.3卸 ,口縁蓋受部に も横方向への帰1毛 目が残る。1311口 縁径29.7cm,内 面に刷毛目調整前の指

圧整形痕を残す。 60口 縁径28.6cm,外表昴1毛 目は粗 く内lfIIは 歯巾が細い。内外面で工具を変えてい

る。 1331口 縁径28.2卸 ,暢4口縁径28卸 ,1351口 縁径27.1卸 ,外表器胴部に刷毛目を施した後指肛を加え

てい る1361口 縁径26.4cm,焼成やや悪 く器表の祭1離 が著しい。1371口 縁径26卸 ,推 定 器 高 約 9,4 cm,

側 口縁径 23.1帥 ,推定器高約 9.6 cmと 小形品 である。 外面は縦 方向用1毛 目の後,日縁部は 横 方

向椰J毛 目の上を横なで,下半部は横なでが施され,内面上半部は口縁部も含めて緻密な横方向漏1毛

目,下半部は横方向への板 目状調整が施されている。 0働 口縁径22.9c■ ,00等 とほぼ同巧 手 法 で あ

る。

2.lB型 の土鍋 (図■78)

口縁部をくの字形に外反 させて内面 くびれ部に稜をもつものは,前記 lA型 と同様であるが,日

縁端部を面取りされている類形である。口縁蓋受部が内反 してくぼむもの (a型 )と ,逆に外反し

てふ くらむもの (b型)に細分される。 a型 74片,b型 54片計128片 を数え全体の約10%を 占める。

胎土,焼成,仕 あげ調整手法等は,すべて前記 IA型 とほぼ同巧である。

IBa型 の上鍋 (図 178-に0～にD)は ともに窯床面出上である。ほ0口縁径35cm,口 縁端部を 横 な

でによって斜めに面取 りしているため,外面□縁端に 2条の弱い稜線をもう。1411口 縁径38.5m,日

縁端形状はに0と 同巧である。器胴外表の下半部に化粧上を付した後,横方向刷毛目で整えている。

IBb型 の上鍋 (図 178-1421～ 1451)は いずれも灰原出上である。1421口 縁径33卸,推定器高約16cm,

―-315-―
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第177図 二 蔵 畑 遺 跡 出 土 土 師 器 実 測 図 (1)
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椰1毛 目工具は 3種を使い分けている。器胴下半部は内外面とも不定方向の昴1毛 目調整 され,器体部

に指圧凹痕が認められる1431口 縁径37.8cm,日 縁部が大きくくの字形に外反している。内面下半の刷

毛 日はかなり斜傾するものもあり,不定方向に施されている。1441□ 縁径36.6cm,El縁部横なでによ

る面取 りは段状に2か所施され,外面口縁端稜線は 3条をもつ。1451田 縁径39.4cm,推 定器高18.3cm

応1毛 目工具は 2種類が使い分けられ,器胴下半は板目状の横方向調1格が施されている。

3.I型の土鍋類 (図 179)

日縁部が級やかに外反 して内面 くびれ部に稜線をもたないつ くりであるが,基本的には前記 I型

とほぼ同巧のものである。日縁端部をまるくおさめたもの (IA型 )と ,面取りされて い る もの

(IB型 )の 2種に細分されるが,両者を合せて127片 と全体の約10%の比率を占める。 胎土, 焼

成 ,整形手法等すべて前記 I型のものと大同小異であるが,中 に内面に刷毛目調整を施されていな

い ものが存在する。A型90片 ,B型 37片 を検出したがB型片はいずれも断片的な小破片のため,こ

こでは IA型のみを実測図示 した。

IA型 の土鍋類 (図 179-に0～50)は ,口 縁径約31cmか ら43cmと かなり大きさにばらつきを み せ

る。 1461灰原出土,口 縁径43cm,外 面に縦方向刷毛目調整が施されているが,外面口縁部および内面

は横なで調整のみである。1471灰 原出土,日 縁径41 cm,整 形手法はに0と 同巧である。醐灰原出土,日

縁径 38.8cπ ,外面指圧凹痕顕著である。外面縦方向刷毛目が施されているが,口縁および器胴下半

部 は横なでにより消されてい る。内面は横なでまたは水引きによる調整と思われるが,器表の荒れ

が著 しく詳細は不明である。は9建物遺構近 くのカマ ド状ピット内出土,口縁径30。 8釧 ,二次的火力

を受けていて煤の付着が厚 く,調整手法は判然としない。内外面ともに部分的に刷毛目痕が認めら

れ る程度である。150i窯床面出土,口縁径38cm,外面縦方向,内面横方向の刷毛目が施されているが

外面口縁部は横なで,下半部を斜め方向へのへ ら削り状の調整を施している。

4,Ⅲ型の土器類 (図179)

口縁部が逆ハの字形を呈す るもので,皿状の浅い器形もこれに含めた。口縁部をまるくおさめた

もの (ⅢA)型 と,面取 りを したもの (Ⅲ B型)の 2種に細分される。胎土,焼成,整形手法等す

べて前記 I型のものと大同イヽ異である。A型98片,B型 70片計168片 は,全検出サンプルの約 14%

にあたる。

ⅢA型の上器類 (図179-6動～傷0)は ,口 縁径約35cmか ら43mの皿状に浅いものと, 口縁 径25.3

cFtと 27.5cmの 片口をもつ土鍋 とがあるが,すべて灰原出上である。整形仕あげは基本的に外面縦方

向昴1毛 日,内面横方向漏1毛 目調整である。1511口 縁径42.9cm,浅 い皿状のつ くりで破片断面に粘土輪

積みの貼り合せ痕 2か所が認 められる。内外面とも煤が付着する。M口縁径35cm,口 縁部が大きく

開き皿状を呈する。 1531口 縁径 34.8cm,日 縁部がやや歪みをみせる。国口縁径38.2卸 ,内 外面とも煤

が付着する。1551口 縁径40cπ ,断面に粘土帯 1か所をもつ。1561口 縁径41.2c■ ,外面口縁部 付 近 に 巾

0.3cmの 凹線 l条を続らしている。外面底部はへ ら状工具によって削られた痕跡をみせる。側 口縁

径25.3cm,や や器壁の厚い椀状の器形で口縁部に巾5.6卸 ,深さ内法 1。 3cm,外法2。 9帥の片口を も
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つ。傷8口縁径27.5cπ ,□縁部に巾2.8cm,深 さ内法○.5cm,外 法1.l cmの 浅い片口をもつ。

ⅢB型の上器類 (図 179-鮨9～62)は ,日 縁径32.7cmか ら41cmと かなりばらつきをみせる。 傷9灰

原出土,回縁径32.7cm,日 縁端部をほぼ水平に面取 りして,そ の中央に回線を続 らせている。内外

面とも煤が付着する。俗0灰原出土,口縁径39.8cm,推 定器高約5.5cmの 浅い皿状を呈する。口縁 端

部をほぼ水平に面Illり して,浅い 1条の回線を続 らせている。俗D窯床面出止,日縁径39cm,日 縁部

は朝顔形にやや外反し,日 縁端部の面取りは斜傾している。俗0建物遺構周辺のカマ ド状 ピット出土 ,

二次的火力を受け煤が厚 く付着している。□縁端面取りは斜傾して外面に稜をもつ。破片断面に 2

cπ ぐらいの中で粘土帯の痕跡をとどめている。

5.Ⅳ B型の土器 (図 179)

口縁部が立ちあがり,回 縁端部をほぼ水平に面取りした型式であるが,(図 179-俄9)に 示 した

1個体のみの検出である。窯灰原遊離出土で,日縁径25.5cm,器 胴上端推定径21.8cπ ,現存器高約

7 cmを 測るが,使途は不明である。焼成はやや軟質で灰白色を呈するが,器表面が荒れているため

口縁部の横なでと内面の一部に横方向の刷毛目調整痕が認められるほか,仕上げ調整は明 らかでな

t/ヽ 。

6.VB型 の土器 (図179)                                     .

口縁部がハの字形を呈し,日縁端部を面取りされた,深鉢形あるいは甕状の器形である。全部で

9片検出されたが,い ずれも灰原における遊離出上である。胎上,焼成等,整形仕あげはすべて前

記 I型 と大同小異である。俗Э口縁径28.8cm,国 縁から器胴へは丸味をもってハの字形にふくらんで

いる。日縁外面に指圧痕を残し,国縁端部外面はへら状工具によって肖Jら れている。修0□ 縁径24cl

器胴部にかけて大きく斜傾して広がっている。□縁端部の面取りはシャープである。165)口 縁径261o

cm,前者と対象的に口縁部は立ちあがっている。器表の荒れが著しく外表の仕あげ調整は半J然 とし

ない。俗0口 縁径26.6cπ,器壁がかなり厚いつくりで,日縁端部はなでによりまるくおさめられ,外

面部のみにへら切りが施されている。6動 口縁径20.5cm,器 壁は厚手で口縁部はほぼ水平に面取りさ|

れ, 2条の浅い凹線を続らせている。外表の調整は板目状の粗い縦方向調整,内 面は横なで調整で

破片断面に粘土帯の痕跡をとどめる。                           ■

7.土鍋脚部片 (図 177)

上鍋脚部片は計66片を検出した。窯および灰原36片,建物近くのカマド状ピット周辺27片 ,その

他3片の出土である。いずれも断片的な脚部のみの破片のため,土鍋体部との接合関係は不明でみ

るが,その形状等からみて前述の土鍋類のうちI型のいずかとセットになると考えられる。脚部片

を部位別に分けると,ほ ぼ全形を保つもの10片,鍋 との接合部片17片,中間部片17片,脚底部片22

片である。そして個体別本数は最大限にみて49本以上,最小限にみて40本以上となり, 3本 1組0
セット関係でみると少くとも17個体分以上となる。                    ■

脚部片の大半は,本古窯llL出 土の土鍋類と同質のもの (16～ 24)で 占められるが,建物遺構近く|
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のカマ ド状ピット周辺出上のもののなかには,瓦質に近い焼成の灰白色を塁するlllll部 片5本分 (25

～27)も 検出されている。住0～ 94の脚は,脚長12。 7cmか ら15ca程 度,横断面はやや不整楕円形を呈

し,末端部を猫爪状に外方へ折り曲げたものが多い。脚柱部は縦方向へのへら削りおよび指圧によ

って整形され,外側に面した外表に縦方向への昴1毛 目調整が施されている。鍋器胴下半部との1安 合

部の角度をみると,かなり下底部に広がった形状を示し,脚柱部も若干の外反をみせている。1251～

囲の瓦質に近い脚は,完形を保つものが皆無のためその全容は明らかでないが,その形状からみて

脚高は20cm以 上と前者に1咬 べて長い。上鍋接合部の位置も高くほぼ垂直に近い形態で取り付けられ

ていたものと思われ,脚柱の反りも内反して前者とは逆の形状を示す。脚の整形はへら肖」りおよび

指圧の後なでによる調整が施され,刷毛目調整はされていない。

第 2節 羽釜 0カ マ ド片

窯体および灰層の出土土器片の中から,羽釜口縁部片 4片,カ マ ド片10数 片を検出した。いずれ

も断片的な小破片で全容を知ることができなかった。羽釜3個体分は幸い口縁部を実 測図示 (図

179-69～『D)で きたが,カ マ ドは焚国の庇部片等の小断片で,や っとそれと判別できる程度で あ

るので,図 l阪 100に 示すにとどめた。

羽釜は焼成が比較的堅緻で淡灰色または暗灰色を呈する。いずれもハの字形口縁部外面に,断面

台形の鍔を員ILり つけたものである。器表が荒れていて整形仕あげは判然としないが,内外面とも横

なで調整が施され,鍔部は指圧による整形の後下半部をへら状工具によって調整しているようであ

る。69口縁径12.4cm,鍔部外法径17.9cmo i701口 縁径14.2cm,鍔部外法径19.5cmo 1711口 縁径21.7Cm,

鍔部外法径26。 3cmを 測る。

第 3節 緑 釉 “陶 磁 器

建物遺構およびその周辺部の調査中に,地山削平整地面から緑釉片 3片 1個体分と,中国製と思

われる青磁片4片を遊離検出した (IX180-(J～幅),図版101)。

緑釉(Jは建物遺構東寄りの整地面から出土した高台付椀下半部片である。やや軟質な焼成で胎土

は茶褐色を呈し,器底内面を除く現存器表全体に黄緑色の釉を施している。基底径6.6cm,高 台高

0.7cmを 測る。

青磁鯰)は 建物遺構面出土,胎土は白灰色で焼成は堅緻,釉は緑色を塁する。整形はロクロ,外面

下半にへら切りと,内面腹部に櫛およびへら状工具を用いた描文をもう。推定回縁径 14.9cれ を測

る。(3)建物遺構面上の埋土中より遊離出土。胎土は白灰色で焼成は堅緻,釉は淡緑褐色を呈するが

気泡が目立つ。整形はロクロ,外面下半にへら削り痕が認められる。推定口縁径1618卸を測る。(4)

古窯址焚口付近出土,胎土は白灰色で焼成は堅緻,釉は淡黄緑的な茅L申色を呈し,器表外面けへら

削りの調整痕が顕著である。推定口縁径16.2cmを測る。幅)古 窯址焚口付近出上の高台片である。胎

土は黒砂粒と灰砂粒の混合で焼成は堅級,釉は椀部内外面と高台外表上半部まで施され,全体とし
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第 180図  二蔵畑遺跡出土緑釉・青磁 。瓦器実測図                 |

て淡いうぐいす色を呈するが,部分的に緑褐色の釉点がある。整形は時計廻 リロクロで削り出した

後,外面は水引き調整が施されている。推定基底径6.6cm,高台高1.8cmを 測る。        |

第 4節 瓦 器 片

今次発掘調査区のほぼ全域にわたって,少量ではあるが瓦器片が遊離散見された (図 180-裕 )～

り),図版101)。 総破片検出数91片,推定個体数は7個体以上となる。いずれも山茶椀風な器形の

ものと思われる。胎土は微砂を合む程度の良質で,焼成は普通あるいはやや堅緻で色調は灰黒色を

呈する。仕あげ調整は横なで,高台は貼り付けで,内面腹部に暗文を施したものが多い。   |
(0建物遺構面出土,内 面腹部に図示したような暗文が描かれている。推定口縁径 14.8 cm, 器 亭

4.9cm。 (7)建 物遺構面出土,日縁部の内外面に各 1条の凹線と内面腹部に暗文をもつ。推定 回縁径

12.6cπ ,器高5。 7cm。 格)第 2ピ ット付近出土,小破片のため暗文の有無は不詳,推定回縁径12.3cfl。

Ю)灰 原出土,内 面暗文が僅かに認められる。推定口縁径11.3cπ 。              ■

第 5節 土 師 器 片              ■
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発掘調査区のほぼ全域にわたって,第 1・ 2節で記した古窯llL生 産土師器のほかに,かなりの尋
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表77 三蔵畑遺跡出土土師器片器形別出土地点別推定個体数一覧

器 形 分 類

域  ~｀
―  ___

高台をもた

ないもの

貼り付け高
台をもつも
の

削りだし高
台をもつも
の

よ
体

こ

田

部
定

縁
推

口
る
数

第 ■ピ ツトと第2ピ ツトの間

窯 お よ び 灰 原 付 近

西 北 丘 麓 部 付 近

の小形土師器片を遊離検出した (図181)。 その大部分は外および皿の類であるが,高台をもた な

い もの,貼 り付け高台をもつ もの,削 り出し高台をもつものの三種類に大別できる。器形の判別可

能の器底部辺および口縁部片を基準とした推定個体数と,出 土地域別個体数を表77に示したので参

照されたい。

高台をもたない器種は不と皿がほぼ半々の比率を占める。器底部片による推定個体数81に ついて

底部面をみると,底部糸切り3,へ ら切り7,へ らおこし71と へ らおこし切断が圧倒的に多い。ま

た灯明芯痕跡や煤の付着か ら,灯明皿 6,灯明椀 3の存在が考えられる。貼りつけ高台をもつもの

は,一般に山茶椀型を呈し,推定個体数51の うち4個体は少 くとも灯明椀として用い られている。

削 り出し高台片は僅か 2片を検出したのみで,い ずれも小破片のため詳細は不明である。口縁部片

を基準 とした推定個体数28の 中にも,灯明皿および灯明椀が計 5個体以上検出された。こうした灯

明皿や椀は,建物遺構付近および北西丘麓から多 く出上している。

これ らの土師器はいずれも横なで調整を主体として整形されているが,実測可能の遺物について

は,図示および計測値等を表示および計測値等を表示したので,こ こでは個々の特徴点を順を追っ

て概述することとする。

1,杯 (図 181-ほ}～ l151)

{1)建 物遺構面出土,高台は員:し り付けであるがいびつ,断面が三角形になる部分と逆台形になる部

分がある。9)建物遺構面出土 ,高 台は貼り付けである。侶)第 2ピ ット付近出土。14)窯焚口付近出土 ,

ロクロ使用の水引き調整が施 され,高台は貼り付けである。幅)窯焚口付近出土,外面に指圧痕を残

す。(6)西北丘麓部出土, ロクロによる水引き調整と器表に丹塗りが施されている。(■建物遺構面出

土。(8)西北麓部出土,内面底部に螺旋状のlLJ線 が認められる。底面はへ ら切り後のへ らおこしであ

る。{9)建物遺構面出土,外面下半に螺旋状の指圧凹痕が顕著である。伍0西北丘麓部出土,内面 2か

所に灯芯油痕を残す。illl建 物遺構面出土。ほa西北丘麓部出土,水引き調整され,内面に煤が付着す

る。 l131窯 焚口付近出土丸底である。但0建物遺構面出土,水引き調整が施され,内面に煤 が 付 着 す

る。 {151西 北丘麓部出土,内 面 3か所に灯明芯油痕が残る。
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表78 三蔵畑遺跡出土土師器片一覧

16.3

13.3

灰 白 色 細砂を少量含む

3.6 暗茶褐色 砂礫を含む

白 桃 色 細砂を少量含む

黄 褐 色 砂粒を含む

灰 褐 色 砂礫を多く含む

紅  色 細砂を少量含む

黄 褐 色 砂礫を含む

8.2 黄 褐 色 砂粒をかなり合む

2.7 黄 褐 色 砂粒を含む

焼  成 l 備    考

貼りつけ高台

貼りつけ高台

貼 りつけ高台

灯明芯油痕有り

底部へら切り

5

6

7

？

。

一　

？

。

一　

３
．

３
。

一　

？
。

6.5

14.1

13.0

14.2

13.9 5.0

11.3

14.1

11.2

12.7

11.8

8.6

10.1 6.0

11.2

9.2

6.7

8

9

■0

ll

12

3.0 黄 褐 色 細砂を少量含む

灰 褐 色 細砂を多量含む

黄 褐 色 砂粒を含む

黄 褐 色 砂粒を多量含む

? 赤 褐 色 砂粒を含む

黄 褐 色 砂粒を少量含む

赤 褐 色 砂粒を含む

黄 褐 色 砂粒を多 く含む

灰 褐 色 砂粒を多量に含む

灰 褐 色 細砂を含む

白 桃 色 砂礫を含む

1.5 灰 褐 色 細砂を少量含む

5.5 1.4 黄 褐 色 砂粒を含む

灰 褐 色 細砂を含む

黄 褐 色 細砂を少量含む

土

碁奪 1器 形
1口

縁径 1基底径 1器 高 1 色  調 1  胎    土

貼りつけ高台

丹塗土器 ?

底面へらおこし

底面へらおこし

灯明芯油痕有り

内面煤付着

灯明芯油痕有り

底面へらおこし

底部へらきり

13

14

15

■6

17

■8

21

22

23

(単位cm)

軟  質

やヽ軟質

軟  質

やや軟質

普  通

やや軟質

普  通

やや軟質

普  通

やや軟質

軟  質

普  通

普  通

普  通

普  通

やや堅級

やや軟質

普  通

2.皿 (図 181-ほ0～1221)                                    ●

約20個体分を検出したが,い ずれも灯明皿状の浅いつ くりである。底面はへ らおこしまたはべら

おこし後のへ ら切 りが行なわれ,器表は内外面もなで調整が施されている。ほOl171第 2ピ ット付近嘉

土。l181～ 90建物遺構面出土,時計廻りのロクロを使用,仁9の 内面に煤が付着し灯明皿としての使Ⅲ

を思わせる。1211第 2ピ ット付近出土,内面 3か所に灯明芯油痕と煤が付着する。1221ttЭ 西 北 丘 麓 出

版
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第181図 三 蔵 畑 遺 跡 出 土 土 師 器 実 測 図 14)

土。24建物遺構面出土,小形丸底内面に螺旋状凹線が認められ,煤が厚く付着している。

第 6節 須恵器・須恵質土器

今次発掘調査区から若千数ではあるが,須恵器および須恵質土器片を遊離検出した (図 182・ 図

版102)。 その大部分は西北丘麓部の畑地開墾撹乱層か らの,蔵骨器を思わせる壺 類の小断片であ

るが,そのうち数片は建物遺構および古窯址等の所在する丘陵削平整地面からも出土している。こ

れ らの須恵器片は第 182図に示したb)の小壺とり)の 片口片の他は,いずれも比較的大形の平底の壺

または甕の破片である。ここでは実測可能のいくつかを図示し概述することとする。

に}は 建物遺構面出上の口縁部径38.2cmと 大形土器口縁部片である。日縁部が逆ハの字形に外反し

ているが小破片のため器形は不詳である。現存部形状では胎上に砂礫を多く含み,焼成は堅緻で灰

ｍ‐０

　

　

　

　

　

　

　

　

　

０

Ｆ
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＝
＝
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20cm

第 182図 三 蔵 畑 遺 跡 出 土 須 恵 器 実 測 図

白色を呈する。日縁部はロクロ使用の水弓|き が施されている。(劾 灰原出上の片口をもつ椀状土器で

ある。胎土に細砂を含み焼成は堅級で白黄色を呈する。ロクロ使用による水 ]|き 調整が施され,日‐

縁外表に一条の凹線を続らせている。国縁部 1か所に中7.5cm,深 さ0。 7cmの カーブの緩やかな片口‐

を設けている。推定回縁径28.2cπ ,同器高6.5cmを 測る。13)西 北丘麓部出上の壺□縁部片で あ る。
|

推定口縁部径27.2cm,同 頸部径23.3cπを浜せる。胎土に微砂を含む程度で焼成は堅級,色調は淡灰色

を呈する。内面横なで調整,外面は格子叩き目を横なでで消している。に)建 物遺構面出上の口縁部

小断片である。口径は小片のため不詳,微砂を僅か含み焼成は堅緻で灰色を呈する。□縁部の下方

拡張は貼り付け,外面凹線は刷毛目の後へら状工具で施したものである。15)第 2ピ ット付近出土の

小靖である。胎土に細砂を僅か含む焼成は普通で淡灰白色を呈する。時計廻りのロクロによる水]|

き仕あげで,螺旋状の指圧凹線が顕著で,底面は糸切り底である。底面径 4.5cπ ,現存器 高 9c鶴 を

測る。俗)西 北丘麓部出土の壺基底片である。胎上に砂礫を含み焼成はやや軟質で灰褐色を呈する。|

ロクロ使用の水引き調整され,内 面に指圧凹痕を顕著に残す。底面は上げ底となり板痕をみせる。底

面径22.6cπ測る。(7)建物遺構面出土,胎土に小石を含み焼成は堅緻で淡灰白色を呈する。外面は格

子目叩き,内面は横なで調整が施され,底面はあげ底となり周囲の縁部に小石が多く付着している
=

底面径14.7cmを 測る。旧)灰原出土,胎土に砂粒を多く合み焼成はやや軟質で黄灰色を呈す。内面は

横なで外面は叩目およびへら肖Jり 調整が施されているが,整形はやや雑なつくりでである。推定底

面径17.8cπ を測る。                                      .
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第 7節 鉄 釘 等

鉄釘および使途不明の小鉄器片約20個体分ほどを遊離検出した (図 183・ 図版102):灰 原出上の    |
棒状鉄器 1片 (コ のほかはすべて西北丘麓部の発見である。(1)は現存長9。 5cm,断面0,6cal× 0.7 cmの     |
長方形を示す棒鉄であるが,銹化折損していて原況は不詳である。レ)～ (動は完形を保つもので長さ    ‐

5.5m～ 9 cmの ,頭部を一方へ押 し広げた角釘である。り)～ llllは 細い角棒状の小鉄器片,l121～ 儘0扁     :
平な平鉄に細い棒鉄のつく使途不明の小鉄器片である。

第 5章 遺 跡 の 年 代

本遺跡が上師器土鍋類を主体 として操業した時期については,窯体床面に密着して検出された遺

物がその下限を物語っている。 しかし,本遺跡の場合,窯体および灰原出上の上器片や,当時の生

活面から遊離検出の瓦器,上師器片など,い ずれも時代差を表すほどの形式変化を示さない。また

……327-―
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当該地の遺跡規模も小さく,流動し易い地質にもかかわらず生活面の堆積層が薄 く荒れていないこ

となどか ら,操業期間はある時期を限っての比較的短期間であったと考え られる。

出土遺物等の編年観や,さ らには残留地磁気の測定結果等を参考として,本古窯址の終期を推察

すると,鎌倉時代初頭と比定できる。 したがって本遺跡の活用された年代は鎌倉時代初頭を盛期と

して,さ かのぼってもせいぜい平安時代末業までと推察される。

第 6章 ま と め

1.本 遺跡は埋積平地の一角に張 り出した丘陵群内の,谷水田に面 した小支谷丘麓部に営なまれた ,

土師器土鍋類を主体として生産 した小規模な古窯址である。

2.古窯址は,谷懐状小支谷の丘麓部を谷□か ら谷頭にかけて,丘陵斜面を等高線走向に沿って棚

田状に削平整地した,中約 5π ,長 さ約20π の平坦面に形成されている。

3。 当該地は周囲を丘陵群に取り囲まれ,眼前には水量豊かな谷水田を控え,谷底部には層は薄い

が良質の粘土堆積層が認められる。また広々とした埋積平地までの距離約 600m,比高約20%と

足がかりも便利である。 したがって,土器生産の立地としては,原材料,燃料,水利等に恵まれ

た好適地である。

4。 この削平整地面には,平窯 1基 を中心にした灰原の広がりと,作業小屋を想起させる掘立柱建

物,暗渠排水および自然排水の両排水施設を備えた水漕状ピット,その他 ピッ ト2な ど,上器生

産工房に関連する遺構がまとまりをもって,セ ットとして検出され注目される。

5。 生産された土器類は,そのほとんどが土師器土鍋類である。窯体は巾0.6%,長 さ約 1。 2π の平

面がU字形を呈する小規模な平窯である。天丼部および焚口等はすでに崩落していたが,窯体基

礎部の遺存は良好で,そ の構造の一端を明らかにすることができるとともに,壁体の残留地磁気

測定について,福井大学広岡公夫助教授の協力をいただいて,その測定結果を資料 として加える

ことができた。

6。 本遺跡の各遺構群,特に建物遺構面を中心に,実際に煮炊きに供 した土鍋類をはじめ, 日常汁‐

器の瓦器・土師器類や灯明皿等が検出され,当生産址従事者の生活の一端を伺い知ることができ

興味深かった。

7.本遺跡の規模および灰原堆積層の量などか らみて量産は難かしく,ま た期間的にもさして長期

間活用されていないところか ら,あ る一定の期間を限っての,当 地域における自絵 自足的な生産

址 と推察される。

8。 本遺跡の各遺構形態および出土遺物の編年観,さ らには窯壁体の残留地磁気測定結果等か ら,|

本遺跡の時期は鎌倉時代初頭を中心とした時代の所産と考えられる。            |

註

1) 神原英朗「用木古墳群」本調査概報第 1集 ,山陽町教育委員会,1975年。       |
2)葛 原克人他「二子御堂奥古窯址群」岡山県埋蔵文化財発掘調査報告書第 2集 ,岡 山県 教 育‐

委員会 1974年。

3) 報告書未完,本調査概報第 4集に収録の予定。                    |
4) 神原英朗「岩田土墳墓群」 本書所収

5)池 畑耕一他「門前池遺跡」 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告書第 9集 ,岡 山県教育委 員 会

1975左手。                                                                         ||

6)註 2に 同じ。                             ■
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三蔵畑遺跡土師器窯の考古地磁気測定

福井大学教育学部

広岡 公夫 0山 本 方夫*

<|ま じめに>

地磁気の方向およびその強さは,時代とともに変化している。日本においては,過去2,000年 間

についての地磁気変化の様子が明 らかになってきているが,こ のような過去における地球磁場の変

化を調べるのが考古地磁気である。昔の地磁気を記録している焼上の磁化方向を測定し,そ の結果

を知 られている地磁気変化と比 1咬することによって,その上の焼かれた時代を推定することも可能

にな ってきた。すなわち,考古地磁気学的年代推定が行えるまでに過去の地磁気変化が明らかにな

って きたのである。しかし,ま だその精度は十分なものであるとは言えないところがあり,そのた

め推定年代の誤差が大きくなることもある。より精度をあげるためには,今後の研究によらなけれ

ばな らない。時に,年代のよくわかった焼上の測定をして,地磁気永年変化の曲線のより確かなも

のを求めることが望ましい。

上 に含まれる鉄酸化物は,熱せ られた後,地球磁場が作用しているところで冷やされることにな

り, これ らの鉱物は,そ の時の地磁気の方向に磁化を持つようになる。これを熱残留磁気と呼ぶ。

また,熱せ られた時に,水酸化鉄は脱水し,酸化物に変ることが多いので,鉄酸化物の量そのもの

も多 くなり,それらも熱残留磁気をもつ。このようにして得られた熱残留磁気は安定で,再度熱せ

られ ることがなければ,一旦磁化した方向は容易には変 らず現在まで保存されているのである。し

たが って,こ の磁化を測定することによって,過去の地磁気の方向を知ることができるのである。

<熱残留磁気の測定結果>
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れる。野外 (遺跡)で , トランシットを磁北に合せて,それからの太陽の方位角を読む。その値||

計算から求めた方位角との差が真北と磁北のずれの角 (偏角)を与える。          ||
不幸にして,三蔵畑遺跡の試料採集の日は雨模様で太陽観測ができなかったので,先に,近 く|あ

鼻lilittЯ青15[1[底 ]を行」塁じΥ[「[:こ F:糠単毒L彙:[[t::II:・11
の試料の測定結果は表79の とおりである。                        ■

表79 三蔵畑遺跡土師窯址試料測定値一覧

この結果を Fisherの 統計法5),に 従って平均値およびその信頼円の大きさを求めると,表 80のよ

うになる。信頼円 (α95)は次式によって定義されている。

ここに,Nは統計計算に用いた試料の個数,Rは それぞれの磁化方向を単位ベクトルとして,そ

れらを加え合せた合成ベクトルの大きさを表す。この値は,求められた平均磁化方向が95%の 確率
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表80 三蔵畑遺跡土師窯址地磁気測定値

測 定 試 料数 (N) 偏 角  (° E)
|

伏  角  (° )

|

信 頼
(α導 (°

)

-1.3 59.4 2.96

DecI: 量:。 陶

10°
ど

Fθ
°

で存在する範囲を示す。言いかえれば,平均値が±α95を越えてはずれる確率は5%(20分 の 1)

であることを意味しており,式の中にある20は 1/(1/20)か らくる。

く考察>
過去2000年 間の西南日本の地磁気変化は第 185図に示されている通りである。すなわち,5世紀

か ら12世紀までは,偏角は西偏し,そ の後西歴1800年 までは東偏,それから後は再び西偏して現在

に至っている。その振中は約35°で,こ の間に,伏角は約500年 前後の周期で増減している。第85図

の 2重丸は50年毎の偏角,伏角の値を示し,三蔵畑土師窯の測定結果は黒丸,そのα95の範囲は破

線の楕円で示されている。
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第185図 西 南 日 本 に お け る 地 磁 気 変 化 図
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本窯の考古地磁気学的推定年代は,図の地磁気永年変化曲線に最も近い時期,すなわち,1150～

1220年 A.Dか ,あ るいは650～ 720年 A.Dの 可能性が考えられる。このどちらかの時代であろうが

より近い1150～ 1220年 が適当なようである。

<参考文献>
1)。 Wttanabe,N。 (1959),The direction of remanent magnetism of baked earth and its appli‐

cation to chronology for anthropology and arhaeology in Japan; an introduction to

geomagnetochronology;J. Fac. Sci. Univ. Tokyo, secto V, 2, 1-188.

2)。 Kawai,N。 ,Ko Hirooka,S.Sasajima,K.Yasukawa,H.Ito and S.Kume(1965),Archaeo‐

magnetic studies in southwestern Japano Ann.G′eophys.,21, 574-578.

3)。  IIir00ka, K。 (1971), Archaeornagnetic study for the past 2,000 years in southwest Japan。 ,

〔ヽem. Fac. Sci。 , kyoto Univ。 , Sero Geol. 受ヽineral。 , 38,167-207.

4)。 広岡公夫 (1972)。 西南日本の地磁気永年変化,海洋科学, 4,555-563,

5)。  Fisher,R.A。 (1953),Dispersion on a Sphere,Proc.Roy.Soco London,A,217, 295-305。

*山本芳夫は現在,石川県加賀市立作見小学校勤務。
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図版 1

1.岩田第 1号墳所在丘陵遠景 (1し,表から)

2.岩田第 1号墳調査前外観 (西から)



図版 2

卜 摯 .彎

1.岩田第 1号墳調査後外観 (東から)
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2.岩田第 1号墳調査後外観 (南西から)
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図版 3
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|.岩田第 1号墳調査後全景 (西から)
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2.岩田第 1号墳調査後全景 (南西から)



「

||

図版 4

れ号`=卜、

お :耳｀

¬

―■
１
‘
“
コ
「
　

瑚

rti=ず

颯

馴 聞 』
齢

Fi・

″ ・・
         ‐―‐・

. li■  1・
■tt              _          「‐́         1  ‐

1    ・̀ ,F■ ,´ ;              .                    .

1.岩田第 1号墳周追および埴輸出土状況 0ヒ東から)
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2.岩田第 1号墳円筒埴輸出土】犬況 (東から)
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図版 5
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1.岩田第 1号墳円筒埴輪列出土状況 (西から)

2.岩田第 1号墳第3埴輸出土状況



1.岩田第 1号墳周涅底遣物出土,力兄

2.岩田第 1号墳周涅底円筒埴輪片出土状況



1.岩田第 l号墳周涅底金環出土状況 2.岩田第 1号墳周違底鏡片出土状況

4.岩田第 1号墳第4主体刀出土状況
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図版 8

1.岩田第 1号墳第 1主体出土状況

2.岩田第 1号墳第2主体出土状況



図版 9
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2 岩田第 1号墳第4主体出土状況 (北から)
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1.岩畠桑 1号墳墳丘断面および第 5主体出土状況 (南西から)

図版10

2.岩田第1号墳第5主体出土状況 (北から)



1.岩田第 1号墳第2主体出土土器
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2.岩田第 1号墳第4主体出土土器
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3.岩田第 1号墳周涅出土須恵器高ナ不 (約昔大)
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岩田第 1号墳周違出土須恵器 (約
=大

)
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岩田第 1号墳周浬出土須恵器杯 (約
=大

)



図版14

ー2.岩田第 1号墳墳丘内出土大壺

1.岩田第 1号墳周

'皇

内出土装飾付須恵器

-
3.岩田第 1号墳第3主体大壺
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1.岩田第 1号墳周違出土人物土齢

2.岩田第 1号墳周i皇 出土動物士齢

3.岩田第 1号墳出土円筒埴輪
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1.岩田第 1号墳出土装身具類
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2.岩田第 1号墳第4主体出土鉄器
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図版18
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1.岩田第6号墳石室出土状況

2.岩田第6号墳遣物出土状況



1.岩田第6号墳出土須恵器
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2.岩田第6号墳出土装身具類
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図版20

|.岩田第 7号墳石室出土状況
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岩田第ア号墳遣物出土状況

3.岩田第 7号墳出土遺物
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l.岩田第8号墳所在丘陵遠景 (左崖縁)

2.岩田第8号墳近景 (西から)



1.岩田第8号墳石室外観 (北東から)

2.岩田第8号墳石室調査後全景 (北北東から)
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1.岩田第8号墳石室 (羨道部から)
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岩田第8号墳石室 (奥壁から)
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1.岩田第8号墳玄室内遣物出土状況

2.岩田第8号墳玄室内遺物取り上げ後床面


